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コンピュータ１節１章
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B（バイト） KB（キロバイト） MB（メガバイト） GB（ギガバイト） TB（テラバイト）

半角文字は 1�B
全角文字は 2�B

全角文字 512字で
1�KB。（原

げん
稿
こう
用紙約

1枚と 4分の 1）

国語の教科書（約
350ページ）の文
字なら，2冊分で約
1�MB

国語の教科書2,000�
冊分で約 1�GB。積
み上げるとビル 8.5
階分（約 28�m）

国語の教科書 200
万冊分で約 1�TB。
積み上げると富士山
の高さの 7.4 倍（約
28�km）

数値と文字の表現

　コンピュータは 2 進法の世界であり，全ての情報を 0 と 1 の組み合
わせで扱っている。しかし，コンピュータ内部のデータを表現するとき，
2 進法は人間にとっては長くて扱いにくいため，しばしば 0 ～ 9 と A
～ F の 16 種類の数字と文字を使った 16 進法が用いられる。

　コンピュータで使われるいろいろな量は大きな数になることが多いの
で，単位を使い分ける。B

バイト

の前の K
キロ

，M
メ ガ

は接頭辞 kilo-，mega- の略号
である。日常生活で k

キロメートル

m や k
キログラム

g の k は 103 の 1,000 を表すが，KB は 210

の 1,024 を表す。

数値のディジタル表現1

情報の量の単位2

　コンピュータ内で扱う文字や記号は，文
も

字
じ

コードとよばれる符号化し
た数値との対応関係によって表現される。
　J

ジ ス

IS8 ビットコードは，半角の英数字や仮名，記号を 8 ビットで表現
するコード体系である。28（＝ 256）種類の文字を表現することができる。
A
ア ス キ ー

SCII コードでは，ほとんどの文字がキーボードに対応していて，直接
入力可能である。

文字のディジタル表現3

❸

　シフト J
ジ ス

IS コードは仮名や漢字など，日本語の全角文字を表現できる
ように，日本で開発されたコード体系である。1 文字を 16 ビットで表
現し，216 種類の文字を表現することができる。
　ユニコードは，1 つのコード体系で，多国語をコンピュータ上で共通
に利用できるように開発されたコードである。16 ビット体系のものや，
32 ビット体系のものがある。

❹

❺

文字コードの移り変わり

　コンピュータは，当初，企業や研究機関で独自に
設計して開発されていたため，文字コードも独自の
ものが利用されていた。その後，ネットワークでコ
ンピュータどうしがつながるようになると，相互に
文字コードを公開し，異なる種類のコンピュータ間
での情報共有が可能になった。
　更に，インターネットの普及によって，全てのコ
ンピュータに共通の文字コードが必要となり，ユニ
コードが国際標準として開発された。
　このように，いくつもの文字コードがあるため，
ブラウザで文字コードの設定が合っていないときに，
解釈できない文字として表示されてしまうことがあ

る。これが文字化けの正体である。
　このときは，表示モードを適正な文字コードにす
ることで解決できる。

01110110 10000110 00001110 10000110 01010010 
 74 97 112 97 110
 4A 61 70 61 6E
 J a p a n

2 進法

10 進法

16 進法

❸JIS8 ビットコード
　（JIS 8 bit code）
　日本工業規格で定められた，
英数字などを８ビットで表現
する文字コード。ASCII コー
ドで定められた７ビットをほ
ぼそのまま利用し，仮名を追
加したもの。

❹シフト JIS コード
　（shift JIS code）

❺ユニコード（Unicode）

半角文字
1 バイトコード（8�bit）
全角文字
2 バイトコード（16�bit）

　ASCII コード，シフト
JIS コード，ユニコード
のほかにもさまざまな文
字コードが存在する。

　コンピュータの内部では 2進法で処理され
るが，ビット列が長くなると人間にとって見に
くいことから，文字コード表では 10進法や
16進法で表現されることが多い。

図２  Japan のディジタル表現

表３  ASCII コード表
上位ビット

下
位
ビ
ッ
ト

0 1 2 3 4 5 6 7
0 空白 0 @ P ` p
1 ！ 1 A Q a q
2 " 2 B R b r
3 # 3 C S c s
4 $ 4 D T d t
5 % 5 E U e u
6 & 6 F V f v
7 ' 7 G W g w
8 ( 8 H X h x
9 ) 9 I Y i y
A * : J Z j z
B + ; K [ k {
C , < L \ l ￨
D − = M ] m }
E . > N ^ n ~
F / ? O _ o

省

　
　略

　2進法
� 146 ページ

表１  2 進法と 10 進法と
 16 進法
10 進法 2進法 16進法

0 0000 0
1 0001 1
2 0010 2
3 0011 3
4 0100 4
5 0101 5
6 0110 6
7 0111 7
8 1000 8
9 1001 9

10 1010 A
11 1011 B
12 1100 C
13 1101 D
14 1110 E
15 1111 F
16 1�0000 10

❶バイト（byte）
　2進法の 8桁で表現され
る情報の量の単位。Bという
記 号で表す。1バ イ ト で
256種類の文字を表現する
ことができる。
❷1,000�B を表すときは小
文字の kを使い，「1�kB」と
表すこともある。

表２  単位の大きさと用途
単　位 大きさ 用　途

bit（ビット） 情報の量の最小単位

B,�byte（バイト） 8�bit 情報の量の単位

KB（キロバイト） 1,024�B ファイルサイズなど

MB（メガバイト） 1,024�KB C
シーディー

D-R
ロ ム

OMの容量など

GB（ギガバイト） 1,024�MB ハードディスク，D
ディーブイディー

VD-ROMの容量など

TB（テラバイト） 1,024�GB ハードディスクの容量など

PB（ペタバイト） 1,024�TB データセンターの容量など

EB（エクサバイト） 1,024�PB 日本の年間データ流通量など

❶

❷

　ふだん使っている数値や文字は，コンピュータ内部ではどのよう
に表現されているのだろうか。その仕組みを理解しよう。01 データのサイズを

 考えよう

実習編 102 ページ

2

k-3 0エ/01キ0-イオ

iデd00-af/k0‥‥‥

図１  単位の大きさを文字の数で比較してみると

03 機種依存文字　W
ウ ェ ブ
eb ページなど相手の環境が分からないときは，使用しないことが原則である。 JIS とは何のことか。04 11011100

5

10

5
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画像と音の表現コンピュータ１節１章
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　画像や音のアナログデータをディジタルデータに変換する仕組み
はどのようになっているのだろうか。01	データのサイズを

	 考えよう

実習編 102	ページ

　一般に，写真などの画像は，平面空間上で色の濃淡が連続的に分布し
たアナログデータである。画像は，以下の手順でディジタルデータに変
換することができる。
 標

ひょう

本
ほん

化
か

　画像を画素という小さな区画に分割し，それぞれの区画の色
の濃淡を読み取る。
 量

りょう

子
し

化
か

　区画の濃淡を数値に変換する。
 符

ふ

号
ごう

化
か

　量子化した数値を 2進法に変換する。

画像のディジタル表現1

❶

　コンピュータなどのディスプレイは，赤（R：Red），緑（G：Green），
青（B：Blue）の光の三原色によって表現されている。暗いディスプレ
イに色を加えることにより明るさが増し，白に近づいていく。これを加

か

法
ほう

混
こん

色
しょく

という。
　これに対して，絵の具は色を加えるほど黒に近づいていく。これを減

げん

法
ぽう

混
こん

色
しょく

という。全ての色を表現するための基本となる色を，色の三原色 
とよび，シアン（C： Cyan），マゼンタ（M：Magenta），イエロー（Y：
Yellow）の 3色のことを指す。カラープリンタは，この三原色に，基
調となる黒を加え，4色のインクを混合して利用しているものが多い。

　600× 400の画素数で，各色 256階調（8ビット）のフルカラーのデ
ィジタル画像のデータ量は，次のようになる。
　　600× 400× 8× 3 ＝ 5,760,000ビット
　　5,760,000÷ 8 ＝ 720,000バイト
　同じ画素数で各色 8階調（3ビット）のカラー画像にディジタル化し
たときのデータ量は，次のようになる。
　　600× 400× 3× 3 ＝ 2,160,000ビット
　　2,160,000÷ 8 ＝ 270,000バイト

光の三原色2

❹

画像のデータ量の計算3

　ディスプレイやプリンタなどの性能を表す用語として，解
かい

像
ぞう

度
ど

が用い
られる。これは，ある一定の範囲内の総画素数を意味し，解像度が高い
ほど滑らかな画像になり，低いほど粗い画像になる。解像度は，標本化
の際に行う分割の細かさに依存する。

❷

　量子化では，色の段階を表現する数によって数値化される。この数を
階
かい

調
ちょう

という。1ピクセルあたりに用いるビット数に依存し，階調が大き
いほど，より正確な色を表現できる。1ビットであれば白黒の 2階調，
8ビットであれば 28＝ 256階調で画像が表現される。一般的にカラー
画像であれば，光の三原色それぞれに対して光の強さを対応させ，それ
らの組み合わせで表現する。

❸

❸ 1 ピクセルあたり 8ビッ
ト，3色で 24ビット用いて
量 子 化 を 行 う と，224 で
16,777,216 種類の色が表
現できる。この画像をフルカ
ラー画像という。

❶ディスプレイに画像を表示
するときの最小単位。ピクセ
ルともいう。

❷通常，1インチあたりの画
素数で表し，d

ディーピーアイ
pi（dots�per�

inch）という単位を用いる。
ディスプレイに表示させる場
合は 72�dpi，印刷する場合
は 350�dpi 程度の解像度が
必要となる。

　総画素数＝縦の画素数
×横の画素数
　ディスプレイの総画素
数を画面解像度とよぶこ
とがある。

図２  解像度の変化による表現の違い

図１  画像のディジタル化

▲ 350 dpi ▲ 72 dpi ▲ 36 dpi

白

Ｒ

Ｍ

Ｂ Ｃ Ｇ

Ｙ

黒

黒

白
Ｃ

Ｇ

Ｙ Ｒ Ｍ

Ｂ

▲元の画像

▲フルカラー（各色 8 ビット 256 階調） ▲64 色（各色 2 ビット 4 階調） ▲8 色（各色 1 ビット 2 階調）

▲標本化 ▲量子化

▶符号化 000000000000000000110110000000000000000000101101000000000000000000000

図３  階調の変化による表現の違い

図４  加法混色

図５  減法混色

写真の鮮明さとファイルサイズのトレードオフ

　一般に，標本化の分割幅を小さくしたり，量子化
の階調の値を大きくしたりすると，データ量が増す
ため，ファイルサイズが大きくなる。高画質の写真
をメールで送ると，送受信に時間がかかってしまう。
　一方，メールで容易に写真を送信するためには，
ファイルサイズを小さくし，画素数を減らせばよい
が，写真の質が劣るため大きく印刷すると粗い写真
になってしまう。
　このように，用途に合わせて写真の総画素数を選

択する必要がある。
　写真の画質とファイルサイズのように，ある要素
をよくすると，別の要素が悪くなるような状態をト
レードオフという。

❹「色材の三原色」または「絵
の具の三原色」という場合も
ある。

3

フルH
エイチ
D
ディー
（1,920

× 1,080）にフル
カラー画像を表示したと
きのデータ量を計算して
みよう。

カラープリンタのインクの色を C
シーエムワイケー

MYK というが，K とは何のことか。05「日本工業規格（Japanese Industrial Standards）」のこと。鉱工業品の形状・寸法・品質などについて，国が定め
た規格である。041110 1111
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。

鹿児島

山口

鳥取

金沢

新潟

東京

296

308

303
148

122

ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ シャープ

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

,� コンマ

.� ピリオド（ドット）

［�］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ パイプライン

出典　J
ジ ス
IS（日本工業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能をもつよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。

静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式であるMPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量をWAVEファイルの 10分の 1程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3形式よりも高圧縮・高音質で，容量

をWAVEファイルの 20分の 1程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイ
H
エッチ
S
エス
ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，

MPEG-2 は S-VHSビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）

あ あ
A

い
I

う
U

え
E

お
O

ぁ
XA
LA

ぃ
XI
LI

ぅ
XU
LU

ぇ
XE
LE

ぉ
XO
LO

か か
KA

き
KI

く
KU

け
KE

こ
KO

きゃ
KYA

きぃ
KYI

きゅ
KYU

きぇ
KYE

きょ
KYO

くぁ
QWA

くぃ
QWI

くぅ
QWU

くぇ
QWE

くぉ
QWO

さ さ
SA
−

し
SI
SHI

す
SU
−

せ
SE
−

そ
SO
−

しゃ
SYA
SHA

しぃ
SYI
−

しゅ
SYU
SHU

しぇ
SYE
SHE

しょ
SYO
SHO

た た
TA
−

ち
TI
CHI

つ
TU
TSU

て
TE
−

と
TO
−

ちゃ
TYA
CYA
CHA

ちぃ
TYI
CYI
−

ちゅ
TYU
CYU
CHU

ちぇ
TYE
CYE
CHE

ちょ
TYO
CYO
CHO

た っ
XTU
LTU
N以外の子音を 2つ続けて入力
（例）がっき→GAKKI
つぁ
TSA

つぃ
TSI

−
−

つぇ
TSE

つぉ
TSO

てゃ
THA

てぃ
THI

てゅ
THU

てぇ
THE

てょ
THO

とぁ
TWA

とぃ
TWI

とぅ
TWU

とぇ
TWE

とぉ
TWO

な な
NA

に
NI

ぬ
NU

ね
NE

の
NO

にゃ
NYA

にぃ
NYI

にゅ
NYU

にぇ
NYE

にょ
NYO

は は
HA
−

ひ
HI
−

ふ
HU
FU

へ
HE
−

ほ
HO
−

ひゃ
HYA

ひぃ
HYI

ひゅ
HYU

ひぇ
HYE

ひょ
HYO

ふぁ
FA

ふぃ
FI

−
−

ふぇ
FE

ふぉ
FO

ふゃ
FYA

ふぃ
FYI

ふゅ
FYU

ふぇ
FYE

ふょ
FYO

ま ま
MA

み
MI

む
MU

め
ME

も
MO

みゃ
MYA

みぃ
MYI

みゅ
MYU

みぇ
MYE

みょ
MYO

や や
YA

い
YI

ゆ
YU

いぇ
YE

よ
YO

ゃ
XYA
LYA

ぃ
XYI
LYI

ゅ
XYU
LYU

ぇ
XYE
LYE

ょ
XYO
LYO

ら ら
RA

り
RI

る
RU

れ
RE

ろ
RO

りゃ
RYA

りぃ
RYI

りゅ
RYU

りぇ
RYE

りょ
RYO

わ わ
WA

うぃ
WI

う
WU

うぇ
WE

を
WO

ん ん
NN

が が
GA

ぎ
GI

ぐ
GU

げ
GE

ご
GO

ぎゃ
GYA

ぎぃ
GYI

ぎゅ
GYU

ぎぇ
GYE

ぎょ
GYO

ざ ざ
ZA
−

じ
ZI
JI

ず
ZU
−

ぜ
ZE
−

ぞ
ZO
−

ざ じゃ
JA
JYA
ZYA

じぃ
−
JYI
ZYI

じゅ
JU
JYU
ZYU

じぇ
JE
JYE
ZYE

じょ
JO
JYO
ZYO

だ だ
DA

ぢ
DI

づ
DU

で
DE

ど
DO

ぢゃ
DYA

ぢぃ
DYI

ぢゅ
DYU

ぢぇ
DYE

ぢょ
DYO

でゃ
DHA

でぃ
DHI

でゅ
DHU

でぇ
DHE

でょ
DHO

どぁ
DWA

どぃ
DWI

どぅ
DWU

どぇ
DWE

どぉ
DWO

ば ば
BA

び
BI

ぶ
BU

べ
BE

ぼ
BO

びゃ
BYA

びぃ
BYI

びゅ
BYU

びぇ
BYE

びょ
BYO

ぱ ぱ
PA

ぴ
PI

ぷ
PU

ぺ
PE

ぽ
PO

ぴゃ
PYA

ぴぃ
PYI

ぴゅ
PYU

ぴぇ
PYE

ぴょ
PYO

う゛ う ぁ゙
VA

う ぃ゙
VI

う゛
VU

う ぇ゙
VE

う ぉ゙
VO
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コンピュータ１節１章
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B（バイト） KB（キロバイト） MB（メガバイト） GB（ギガバイト） TB（テラバイト）

半角文字は 1�B
全角文字は 2�B

全角文字 512字で
1�KB。（原

げん
稿
こう
用紙約

1枚と 4分の 1）

国語の教科書（約
350ページ）の文
字なら，2冊分で約
1�MB

国語の教科書2,000�
冊分で約 1�GB。積
み上げるとビル 8.5
階分（約 28�m）

国語の教科書 200
万冊分で約 1�TB。
積み上げると富士山
の高さの 7.4 倍（約
28�km）

数値と文字の表現

　コンピュータは 2 進法の世界であり，全ての情報を 0 と 1 の組み合
わせで扱っている。しかし，コンピュータ内部のデータを表現するとき，
2 進法は人間にとっては長くて扱いにくいため，しばしば 0 ～ 9 と A
～ F の 16 種類の数字と文字を使った 16 進法が用いられる。

　コンピュータで使われるいろいろな量は大きな数になることが多いの
で，単位を使い分ける。B

バイト

の前の K
キロ

，M
メ ガ

は接頭辞 kilo-，mega- の略号
である。日常生活で k

キロメートル

m や k
キログラム

g の k は 103 の 1,000 を表すが，KB は 210

の 1,024 を表す。

数値のディジタル表現1

情報の量の単位2

　コンピュータ内で扱う文字や記号は，文
も

字
じ

コードとよばれる符号化し
た数値との対応関係によって表現される。
　J

ジ ス

IS8 ビットコードは，半角の英数字や仮名，記号を 8 ビットで表現
するコード体系である。28（＝ 256）種類の文字を表現することができる。
A
ア ス キ ー

SCII コードでは，ほとんどの文字がキーボードに対応していて，直接
入力可能である。

文字のディジタル表現3

❸

　シフト J
ジ ス

IS コードは仮名や漢字など，日本語の全角文字を表現できる
ように，日本で開発されたコード体系である。1 文字を 16 ビットで表
現し，216 種類の文字を表現することができる。
　ユニコードは，1 つのコード体系で，多国語をコンピュータ上で共通
に利用できるように開発されたコードである。16 ビット体系のものや，
32 ビット体系のものがある。

❹

❺

文字コードの移り変わり

　コンピュータは，当初，企業や研究機関で独自に
設計して開発されていたため，文字コードも独自の
ものが利用されていた。その後，ネットワークでコ
ンピュータどうしがつながるようになると，相互に
文字コードを公開し，異なる種類のコンピュータ間
での情報共有が可能になった。
　更に，インターネットの普及によって，全てのコ
ンピュータに共通の文字コードが必要となり，ユニ
コードが国際標準として開発された。
　このように，いくつもの文字コードがあるため，
ブラウザで文字コードの設定が合っていないときに，
解釈できない文字として表示されてしまうことがあ

る。これが文字化けの正体である。
　このときは，表示モードを適正な文字コードにす
ることで解決できる。

01110110 10000110 00001110 10000110 01010010 
 74 97 112 97 110
 4A 61 70 61 6E
 J a p a n

2 進法

10 進法

16 進法

❸JIS8 ビットコード
　（JIS 8 bit code）
　日本産業規格で定められた，
英数字などを８ビットで表現
する文字コード。ASCII コー
ドで定められた７ビットをほ
ぼそのまま利用し，仮名を追
加したもの。

❹シフト JIS コード
　（shift JIS code）

❺ユニコード（Unicode）

半角文字
1 バイトコード（8�bit）
全角文字
2 バイトコード（16�bit）

　ASCII コード，シフト
JIS コード，ユニコード
のほかにもさまざまな文
字コードが存在する。

　コンピュータの内部では 2進法で処理され
るが，ビット列が長くなると人間にとって見に
くいことから，文字コード表では 10進法や
16進法で表現されることが多い。

図２  Japan のディジタル表現

表３  ASCII コード表
上位ビット

下
位
ビ
ッ
ト

0 1 2 3 4 5 6 7
0 空白 0 @ P ` p
1 ！ 1 A Q a q
2 " 2 B R b r
3 # 3 C S c s
4 $ 4 D T d t
5 % 5 E U e u
6 & 6 F V f v
7 ' 7 G W g w
8 ( 8 H X h x
9 ) 9 I Y i y
A * : J Z j z
B + ; K [ k {
C , < L \ l ￨
D − = M ] m }
E . > N ^ n ~
F / ? O _ o

省

　
　略

　2進法
� 146 ページ

表１  2 進法と 10 進法と
 16 進法
10 進法 2進法 16進法

0 0000 0
1 0001 1
2 0010 2
3 0011 3
4 0100 4
5 0101 5
6 0110 6
7 0111 7
8 1000 8
9 1001 9

10 1010 A
11 1011 B
12 1100 C
13 1101 D
14 1110 E
15 1111 F
16 1�0000 10

❶バイト（byte）
　2進法の 8桁で表現され
る情報の量の単位。Bという
記 号で表す。1バ イ ト で
256種類の文字を表現する
ことができる。
❷1,000�B を表すときは小
文字の kを使い，「1�kB」と
表すこともある。

表２  単位の大きさと用途
単　位 大きさ 用　途

bit（ビット） 情報の量の最小単位

B,�byte（バイト） 8�bit 情報の量の単位

KB（キロバイト） 1,024�B ファイルサイズなど

MB（メガバイト） 1,024�KB C
シーディー

D-R
ロ ム

OMの容量など

GB（ギガバイト） 1,024�MB ハードディスク，D
ディーブイディー

VD-ROMの容量など

TB（テラバイト） 1,024�GB ハードディスクの容量など

PB（ペタバイト） 1,024�TB データセンターの容量など

EB（エクサバイト） 1,024�PB 日本の年間データ流通量など

❶

❷

　ふだん使っている数値や文字は，コンピュータ内部ではどのよう
に表現されているのだろうか。その仕組みを理解しよう。01 データのサイズを

 考えよう

実習編 102 ページ

2

k-3 0エ/01キ0-イオ

iデd00-af/k0‥‥‥

図１  単位の大きさを文字の数で比較してみると

03 機種依存文字　W
ウ ェ ブ
eb ページなど相手の環境が分からないときは，使用しないことが原則である。 JIS とは何のことか。04 11011100

5

10

5

10
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画像と音の表現コンピュータ１節１章
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　画像や音のアナログデータをディジタルデータに変換する仕組み
はどのようになっているのだろうか。01	データのサイズを

	 考えよう

実習編 102	ページ

　一般に，写真などの画像は，平面空間上で色の濃淡が連続的に分布し
たアナログデータである。画像は，以下の手順でディジタルデータに変
換することができる。
 標

ひょう

本
ほん

化
か

　画像を画素という小さな区画に分割し，それぞれの区画の色
の濃淡を読み取る。
 量

りょう

子
し

化
か

　区画の濃淡を数値に変換する。
 符

ふ

号
ごう

化
か

　量子化した数値を 2進法に変換する。

画像のディジタル表現1

❶

　コンピュータなどのディスプレイは，赤（R：Red），緑（G：Green），
青（B：Blue）の光の三原色によって表現されている。暗いディスプレ
イに色を加えることにより明るさが増し，白に近づいていく。これを加

か

法
ほう

混
こん

色
しょく

という。
　これに対して，絵の具は色を加えるほど黒に近づいていく。これを減

げん

法
ぽう

混
こん

色
しょく

という。全ての色を表現するための基本となる色を，色の三原色 
とよび，シアン（C： Cyan），マゼンタ（M：Magenta），イエロー（Y：
Yellow）の 3色のことを指す。カラープリンタは，この三原色に，基
調となる黒を加え，4色のインクを混合して利用しているものが多い。

　600× 400の画素数で，各色 256階調（8ビット）のフルカラーのデ
ィジタル画像のデータ量は，次のようになる。
　　600× 400× 8× 3 ＝ 5,760,000ビット
　　5,760,000÷ 8 ＝ 720,000バイト
　同じ画素数で各色 8階調（3ビット）のカラー画像にディジタル化し
たときのデータ量は，次のようになる。
　　600× 400× 3× 3 ＝ 2,160,000ビット
　　2,160,000÷ 8 ＝ 270,000バイト

光の三原色2

❹

画像のデータ量の計算3

　ディスプレイやプリンタなどの性能を表す用語として，解
かい

像
ぞう

度
ど

が用い
られる。これは，ある一定の範囲内の総画素数を意味し，解像度が高い
ほど滑らかな画像になり，低いほど粗い画像になる。解像度は，標本化
の際に行う分割の細かさに依存する。

❷

　量子化では，色の段階を表現する数によって数値化される。この数を
階
かい

調
ちょう

という。1ピクセルあたりに用いるビット数に依存し，階調が大き
いほど，より正確な色を表現できる。1ビットであれば白黒の 2階調，
8ビットであれば 28＝ 256階調で画像が表現される。一般的にカラー
画像であれば，光の三原色それぞれに対して光の強さを対応させ，それ
らの組み合わせで表現する。

❸

❸ 1 ピクセルあたり 8ビッ
ト，3色で 24ビット用いて
量 子 化 を 行 う と，224 で
16,777,216 種類の色が表
現できる。この画像をフルカ
ラー画像という。

❶ディスプレイに画像を表示
するときの最小単位。ピクセ
ルともいう。

❷通常，1インチあたりの画
素数で表し，d

ディーピーアイ
pi（dots�per�

inch）という単位を用いる。
ディスプレイに表示させる場
合は 72�dpi，印刷する場合
は 350�dpi 程度の解像度が
必要となる。

　総画素数＝縦の画素数
×横の画素数
　ディスプレイの総画素
数を画面解像度とよぶこ
とがある。

図２  解像度の変化による表現の違い

図１  画像のディジタル化

▲ 350 dpi ▲ 72 dpi ▲ 36 dpi

白

Ｒ

Ｍ

Ｂ Ｃ Ｇ

Ｙ

黒

黒

白
Ｃ

Ｇ

Ｙ Ｒ Ｍ

Ｂ

▲元の画像

▲フルカラー（各色 8 ビット 256 階調） ▲64 色（各色 2 ビット 4 階調） ▲8 色（各色 1 ビット 2 階調）

▲標本化 ▲量子化

▶符号化 000000000000000000110110000000000000000000101101000000000000000000000

図３  階調の変化による表現の違い

図４  加法混色

図５  減法混色

写真の鮮明さとファイルサイズのトレードオフ

　一般に，標本化の分割幅を小さくしたり，量子化
の階調の値を大きくしたりすると，データ量が増す
ため，ファイルサイズが大きくなる。高画質の写真
をメールで送ると，送受信に時間がかかってしまう。
　一方，メールで容易に写真を送信するためには，
ファイルサイズを小さくし，画素数を減らせばよい
が，写真の質が劣るため大きく印刷すると粗い写真
になってしまう。
　このように，用途に合わせて写真の総画素数を選

択する必要がある。
　写真の画質とファイルサイズのように，ある要素
をよくすると，別の要素が悪くなるような状態をト
レードオフという。

❹「色材の三原色」または「絵
の具の三原色」という場合も
ある。

3

フルH
エイチ
D
ディー
（1,920

× 1,080）にフル
カラー画像を表示したと
きのデータ量を計算して
みよう。

カラープリンタのインクの色を C
シーエムワイケー

MYK というが，K とは何のことか。05「日本産業規格（Japanese Industrial Standards）」のこと。鉱工業品の形状・寸法・品質などについて，国が定め
た規格である。041110 1111
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。

鹿児島

山口

鳥取

金沢

新潟

東京

296

308

303
148

122

ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ 番号記号

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

,� コンマ

.� ピリオド（ドット）

［�］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ 縦線

出典　J
ジ ス
IS（日本産業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能をもつよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。

静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式であるMPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量をWAVEファイルの 10分の 1程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3形式よりも高圧縮・高音質で，容量

をWAVEファイルの 20分の 1程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイ
H
エッチ
S
エス
ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，

MPEG-2 は S-VHSビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）

あ あ
A

い
I

う
U

え
E

お
O

ぁ
XA
LA

ぃ
XI
LI

ぅ
XU
LU

ぇ
XE
LE

ぉ
XO
LO

か か
KA

き
KI

く
KU

け
KE

こ
KO

きゃ
KYA

きぃ
KYI

きゅ
KYU

きぇ
KYE

きょ
KYO

くぁ
QWA

くぃ
QWI

くぅ
QWU

くぇ
QWE

くぉ
QWO

さ さ
SA
−

し
SI
SHI

す
SU
−

せ
SE
−

そ
SO
−

しゃ
SYA
SHA

しぃ
SYI
−

しゅ
SYU
SHU

しぇ
SYE
SHE

しょ
SYO
SHO

た た
TA
−

ち
TI
CHI

つ
TU
TSU

て
TE
−

と
TO
−

ちゃ
TYA
CYA
CHA

ちぃ
TYI
CYI
−

ちゅ
TYU
CYU
CHU

ちぇ
TYE
CYE
CHE

ちょ
TYO
CYO
CHO

た っ
XTU
LTU
N以外の子音を 2つ続けて入力
（例）がっき→GAKKI
つぁ
TSA

つぃ
TSI

−
−

つぇ
TSE

つぉ
TSO

てゃ
THA

てぃ
THI

てゅ
THU

てぇ
THE

てょ
THO

とぁ
TWA

とぃ
TWI

とぅ
TWU

とぇ
TWE

とぉ
TWO

な な
NA

に
NI

ぬ
NU

ね
NE

の
NO

にゃ
NYA

にぃ
NYI

にゅ
NYU

にぇ
NYE

にょ
NYO

は は
HA
−

ひ
HI
−

ふ
HU
FU

へ
HE
−

ほ
HO
−

ひゃ
HYA

ひぃ
HYI

ひゅ
HYU

ひぇ
HYE

ひょ
HYO

ふぁ
FA

ふぃ
FI

−
−

ふぇ
FE

ふぉ
FO

ふゃ
FYA

ふぃ
FYI

ふゅ
FYU

ふぇ
FYE

ふょ
FYO

ま ま
MA

み
MI

む
MU

め
ME

も
MO

みゃ
MYA

みぃ
MYI

みゅ
MYU

みぇ
MYE

みょ
MYO

や や
YA

い
YI

ゆ
YU

いぇ
YE

よ
YO

ゃ
XYA
LYA

ぃ
XYI
LYI

ゅ
XYU
LYU

ぇ
XYE
LYE

ょ
XYO
LYO

ら ら
RA

り
RI

る
RU

れ
RE

ろ
RO

りゃ
RYA

りぃ
RYI

りゅ
RYU

りぇ
RYE

りょ
RYO

わ わ
WA

うぃ
WI

う
WU

うぇ
WE

を
WO

ん ん
NN

が が
GA

ぎ
GI

ぐ
GU

げ
GE

ご
GO

ぎゃ
GYA

ぎぃ
GYI

ぎゅ
GYU

ぎぇ
GYE

ぎょ
GYO

ざ ざ
ZA
−

じ
ZI
JI

ず
ZU
−

ぜ
ZE
−

ぞ
ZO
−

ざ じゃ
JA
JYA
ZYA

じぃ
−
JYI
ZYI

じゅ
JU
JYU
ZYU

じぇ
JE
JYE
ZYE

じょ
JO
JYO
ZYO

だ だ
DA

ぢ
DI

づ
DU

で
DE

ど
DO

ぢゃ
DYA

ぢぃ
DYI

ぢゅ
DYU

ぢぇ
DYE

ぢょ
DYO

でゃ
DHA

でぃ
DHI

でゅ
DHU

でぇ
DHE

でょ
DHO

どぁ
DWA

どぃ
DWI

どぅ
DWU

どぇ
DWE

どぉ
DWO

ば ば
BA

び
BI

ぶ
BU

べ
BE

ぼ
BO

びゃ
BYA

びぃ
BYI

びゅ
BYU

びぇ
BYE

びょ
BYO

ぱ ぱ
PA

ぴ
PI

ぷ
PU

ぺ
PE

ぽ
PO

ぴゃ
PYA

ぴぃ
PYI

ぴゅ
PYU

ぴぇ
PYE

ぴょ
PYO

う゛ う ぁ゙
VA

う ぃ゙
VI

う゛
VU

う ぇ゙
VE

う ぉ゙
VO

1001 10011001 1000

情報の科学�_�ック.indb   152-153 2019/09/04   17:19

13

14

153

側注❸

脚注

右図



訂正箇所 原　　　文ページ 行

32 33

1章

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

仕
組
み
と
働
き

理
論
編

パケット通信の体験

　パケット通信は単純なルール（プロトコル）でデータのやりとりをするため，さまざまな機器で使われ，
爆発的に普及した。
　トランプを使い，模式化したプロトコルでパケット通信を体験してみよう。

〈準備〉
　トランプを２セット用意し，トランプ A，トランプ B とする。
　教室を中心から４つに分け，それぞれ輪になるように机を並べ，輪の中を向くように座る。それぞれのグ
ループのマークを♦♠♣♥とする。中央の４人はルータとする。
　ルータはトランプ A の中から自分のグループのマークのカードを各メンバーに配る。配られたカードの
マークと数字を自分のアドレスとする。マークがネットワークアドレス，数字がホストアドレスとなる。

�

パケット通信の実習
　ルータはトランプ B をよく切り，メンバーに配る。これがパケットとなる。全員にカードが配られたら，
以下のルールでトランプを回す。

　ルータは，以下のルールでトランプを回す。

　シンプルなルールでも短い時間で宛先にパケットが届くことが分かる。慣れてきたら送信するトランプの
裏に付

ふ
箋
せん

を貼り，自分のアドレスとメッセージを書いて送ってみよう。メッセージを受け取ったら，トラン
プの表に返信先のアドレスとメッセージを書いて送ってみよう。

　複数の組織のネットワークどうしを接続し，異なるネットワークのコ
ンピュータが相互に通信できるようにした世界規模の情報通信網をイン
ターネットとよぶ。

インターネットの仕組み5

�

　インターネットなどパケット交換方式の通信では，1本の L
ラ ン

ANケー
ブルを複数の用途で利用することができる。その際，通信中のパケット
は平

ひ ら

文
ぶ ん

で送受されているため，他人に盗み見られる危険性がある。パス
ワードやクレジットカード番号など，他人に知られたくない情報を通信
する場合は，そのままでは読み取れないように一定の規則に従ってデー
タを変換してから送信される。これを暗号化という。暗号化されたデー
タは受信側で復号し，元のデータに復元されて利用される。
　暗号化には，以下の方法がある。

　②では，あらかじめ両者で定めておいた共通の鍵を用いる共通鍵暗号
方式と，自分しか知らない秘密鍵と他人に公開する公開鍵を別々に用意
する公開鍵暗号方式がよく用いられている。

セキュリティの確保6

�

①送受するデータ（ファイル）を暗号化しておく方法
②通信中にやりとりする内容をその場で暗号化する方法

�インターネット（Internet）

�DNS
　（Domain Name System）
　ドメイン名と IP アドレス
の相互変換を行う仕組みの略
称。インターネット上でこの
役割を担うコンピュータを
DNSサーバとよぶ。
�IP アドレス（Internet 
　Protocol address）
　ネットワークに接続された
コンピュータや通信機器等そ
れぞれに割り当てられた識別
番号。ネットワーク上のデー
タは IP アドレスに基づいて
経路制御される。
�平文
　暗号化されていない文字や
文章。

図４  インターネットの仕組み

　暗号化
� 21 ページ
　情報の機密性を守る技術
� 82 ページ

�トランプA，トランプ Bの
枚数は，それぞれのマークの
人数に合わせておく。

▼机の並べ方

① 左から来たトランプ B を受け取る。
② アドレスを見て自分が持っているトラン

プ A と同じなら受け取る。
③違っていたら右の人に回す。

① パケットが自分のグループのマークなら
自分のネットワークに回す。

② 違うマークなら右のルータに回す。

♠♦

♥♣

ルータ ルータ

ルータ ルータ
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②DNS はほかの DNS に
　問い合わせながら
　www.aozora○○.co.jp
　の IP アドレス 
   202.232.XXX.XXX を得た。

ルータ
ファイアウォール

③202.232.XXX.XXX
　宛てにリクエストパケットを送る。

④Web コンテンツパケットの流れ。

①www.aozora○○.co.jp
　のページを見よう。

�

�

AP
エーピー

アイエスピー
アイピー

ディーエヌエス
ウェブ

同じ

トランプが

来たよ。

違うわ！

DNSでドメイン名や IP アドレスを調べることを名前解決といい，ドメイン名から IP アドレスを調べることを（①），
IP アドレスからドメイン名を調べることを（②）という。14元は研究機関を結ぶネットワークとして発達したもので，アメリカ合衆国国防総省ネットワーク（A

ア ー パ ネ ッ ト
RPANET）が起

源である。1310 0000 000110
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社会の発展に向けて3
　社会の情報化により，人間は膨大な情報に関わるようになった。それ
をうまく処理するために，情報技術はなくてはならない道具である。情
報の収集・整理・分析・処理・発信という営みを繰り返し，新たな知識
を獲得・創造し，活用する。情報そのものを生かせるかは，私たちが情
報技術を適正に利用できるかどうかにかかっている。
　また，情報技術を価値あるものにするためには，情報技術者になると
いう方法だけでなく，新たな技術の提案者になるという方法もある。良
いアイディアを情報技術の専門家に提案することで，新しい技術が開発
されることもある。技術の開発には，専門知識だけでなく，優れたアイ
ディアが必要だといわれている。私たちは情報技術を適正に利用するだ
けでなく，新たな情報技術を提案する役割も担っているのである。
　更に，情報技術を普及させるという役割もある。せっかく開発された
技術も，普及しなければ情報社会の発展にはつながらない。携帯電話の
例を見ても分かるように，技術は普及すればするほど，一層高度なもの
になるためである。

　情報技術はコミュニケーションの方法を大きく変えた。インターネッ
トは，国境を超えたコミュニケーションを可能にし，世界中の人とつな
がる可能性を与えた。その反面，相手の顔が見えないコミュニケーショ
ンを強いられることが大きなストレスになり，生活に支障をきたす場合
もある。
　また，コミュニケーション手段の変化だけでなく，情報化によっても
たらされた社会構造の変化にも注目する必要がある。情報社会では，多
くの人間はサイバー空間と現実空間という 2つの世界に住まざるを得
ない。このような二重構造の中のコミュニケーションは，人類にとって
歴史上初めての経験であり，その中でよりよい人間関係を構築するには，
人間の心理に対する理解が必要となる。

情報技術との関わり方1

情報社会におけるよりよい人間関係の構築2

　社会が情報化したことによる課題は少なくない。
　コンピュータを使いこなせない人や情報機器を入手できない人が情報
技術を活用できず，社会的に困難な状況に追い込まれてしまうことがあ
る。情報技術を活用できる人との間に生じる格差をディジタルデバイド 
という。
　ディジタルデバイドは，個人間だけでなく，地域間，国家間でも生じ
ており，世界全体が抱える問題になっている。情報社会のよりよい発展
には，このような格差をなくす必要がある。そのためには，行政による
情報環境の整備，教育による国民のスキルの育成などが必要となる。
　経済面の発展においても情報技術は大きな役割を担う。資源の乏しい
日本では，特に情報産業による経済成長が期待されている。ロボットや
携帯電話をはじめとして，日本のお家芸といわれる技術を発展させるに
は，情報技術の応用は欠かせない。日本は，組み込み系ソフトウェアの
技術では世界水準を上回っているといわれ，情報産業に就く人材に大き
な期待が寄せられている。
　情報活用能力の育成も重要な課題である。21世紀は，知識基盤社会，
あるいは知識経済社会とよばれている。21世紀は，新しい知識・情報・
技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤と
して飛躍的に重要性を増す社会であるという考えから，日本を含め各国
では，情報教育が国策として進められている。21世紀を生き抜くには
情報活用能力が必須とされ，私たちの生きる力の道具として情報技術が
生かされることになる。
　このように，私たちが社会に出たときは，それぞれの立場で情報社会
の発展を支えることが可能である。情報や情報技術に取り組む姿勢が，
情報社会の発展に貢献することを忘れてはならない。
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自動車などに内蔵されて
いる機器を制御するため
のソフトウェアのことで
ある。機器の内部のコン
ピュータシステムを動作
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まれている。

図１  ディジタルデバイドの例
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　情報技術の発展が社会構造を変えつつあることを理解し，単なる
情報技術の利用者であるだけでなく，どうしたら情報社会の発展に
寄与できるかを考えてみよう。
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社会の発展に向けて3
　社会の情報化により，人間は膨大な情報に関わるようになった。それ
をうまく処理するために，情報技術はなくてはならない道具である。情
報の収集・整理・分析・処理・発信という営みを繰り返し，新たな知識
を獲得・創造し，活用する。情報そのものを生かせるかは，私たちが情
報技術を適正に利用できるかどうかにかかっている。
　また，情報技術を価値あるものにするためには，情報技術者になると
いう方法だけでなく，新たな技術の提案者になるという方法もある。良
いアイディアを情報技術の専門家に提案することで，新しい技術が開発
されることもある。技術の開発には，専門知識だけでなく，優れたアイ
ディアが必要だといわれている。私たちは情報技術を適正に利用するだ
けでなく，新たな情報技術を提案する役割も担っているのである。
　更に，情報技術を普及させるという役割もある。せっかく開発された
技術も，普及しなければ情報社会の発展にはつながらない。携帯電話の
例を見ても分かるように，技術は普及すればするほど，一層高度なもの
になるためである。

　情報技術はコミュニケーションの方法を大きく変えた。インターネッ
トは，国境を超えたコミュニケーションを可能にし，世界中の人とつな
がる可能性を与えた。その反面，相手の顔が見えないコミュニケーショ
ンを強いられることが大きなストレスになり，生活に支障をきたす場合
もある。
　また，コミュニケーション手段の変化だけでなく，情報化によっても
たらされた社会構造の変化にも注目する必要がある。情報社会では，多
くの人間はサイバー空間と現実空間という 2つの世界に住まざるを得
ない。このような二重構造の中のコミュニケーションは，人類にとって
歴史上初めての経験であり，その中でよりよい人間関係を構築するには，
人間の心理に対する理解が必要となる。

情報技術との関わり方1

情報社会におけるよりよい人間関係の構築2

　社会が情報化したことによる課題は少なくない。
　コンピュータを使いこなせない人や情報機器を入手できない人が情報
技術を活用できず，社会的に困難な状況に追い込まれてしまうことがあ
る。情報技術を活用できる人との間に生じる格差をディジタルデバイド 
という。
　ディジタルデバイドは，個人間だけでなく，地域間，国家間でも生じ
ており，世界全体が抱える問題になっている。情報社会のよりよい発展
には，このような格差をなくす必要がある。そのためには，行政による
情報環境の整備，教育による国民のスキルの育成などが必要となる。
　経済面の発展においても情報技術は大きな役割を担う。資源の乏しい
日本では，特に情報産業による経済成長が期待されている。ロボットや
携帯電話をはじめとして，日本のお家芸といわれる技術を発展させるに
は，情報技術の応用は欠かせない。日本は，組み込み系ソフトウェアの
技術では世界水準を上回っているといわれ，情報産業に就く人材に大き
な期待が寄せられている。
　情報活用能力の育成も重要な課題である。21世紀は，知識基盤社会，
あるいは知識経済社会とよばれている。21世紀は，新しい知識・情報・
技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤と
して飛躍的に重要性を増す社会であるという考えから，日本を含め各国
では，情報教育が国策として進められている。21世紀を生き抜くには
情報活用能力が必須とされ，私たちの生きる力の道具として情報技術が
生かされることになる。
　このように，私たちが社会に出たときは，それぞれの立場で情報社会
の発展を支えることが可能である。情報や情報技術に取り組む姿勢が，
情報社会の発展に貢献することを忘れてはならない。
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　組み込み系ソフトウェ
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自動車などに内蔵されて
いる機器を制御するため
のソフトウェアのことで
ある。機器の内部のコン
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させるためのソフトウェ
アで，機器に直接組み込
まれている。
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。

鹿児島

山口

鳥取

金沢

新潟

東京

296

308

303
148

122

ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ シャープ

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

,� コンマ

.� ピリオド（ドット）

［�］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ パイプライン

出典　J
ジ ス
IS（日本工業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能をもつよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。

静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式であるMPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量をWAVEファイルの 10分の 1程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3形式よりも高圧縮・高音質で，容量

をWAVEファイルの 20分の 1程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイ
H
エッチ
S
エス
ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，

MPEG-2 は S-VHSビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）

あ あ
A

い
I

う
U

え
E

お
O

ぁ
XA
LA

ぃ
XI
LI

ぅ
XU
LU

ぇ
XE
LE

ぉ
XO
LO

か か
KA

き
KI

く
KU

け
KE

こ
KO

きゃ
KYA

きぃ
KYI

きゅ
KYU

きぇ
KYE

きょ
KYO

くぁ
QWA

くぃ
QWI

くぅ
QWU

くぇ
QWE

くぉ
QWO

さ さ
SA
−

し
SI
SHI

す
SU
−

せ
SE
−

そ
SO
−

しゃ
SYA
SHA

しぃ
SYI
−

しゅ
SYU
SHU

しぇ
SYE
SHE

しょ
SYO
SHO

た た
TA
−

ち
TI
CHI

つ
TU
TSU

て
TE
−

と
TO
−

ちゃ
TYA
CYA
CHA

ちぃ
TYI
CYI
−

ちゅ
TYU
CYU
CHU

ちぇ
TYE
CYE
CHE

ちょ
TYO
CYO
CHO

た っ
XTU
LTU
N以外の子音を 2つ続けて入力
（例）がっき→GAKKI
つぁ
TSA

つぃ
TSI

−
−

つぇ
TSE

つぉ
TSO

てゃ
THA

てぃ
THI

てゅ
THU

てぇ
THE

てょ
THO

とぁ
TWA

とぃ
TWI

とぅ
TWU

とぇ
TWE

とぉ
TWO

な な
NA

に
NI

ぬ
NU

ね
NE

の
NO

にゃ
NYA

にぃ
NYI

にゅ
NYU

にぇ
NYE

にょ
NYO

は は
HA
−

ひ
HI
−

ふ
HU
FU

へ
HE
−

ほ
HO
−

ひゃ
HYA

ひぃ
HYI

ひゅ
HYU

ひぇ
HYE

ひょ
HYO

ふぁ
FA

ふぃ
FI

−
−

ふぇ
FE

ふぉ
FO

ふゃ
FYA

ふぃ
FYI

ふゅ
FYU

ふぇ
FYE

ふょ
FYO

ま ま
MA

み
MI

む
MU

め
ME

も
MO

みゃ
MYA

みぃ
MYI

みゅ
MYU

みぇ
MYE

みょ
MYO

や や
YA

い
YI

ゆ
YU

いぇ
YE

よ
YO

ゃ
XYA
LYA

ぃ
XYI
LYI

ゅ
XYU
LYU

ぇ
XYE
LYE

ょ
XYO
LYO

ら ら
RA

り
RI

る
RU

れ
RE

ろ
RO

りゃ
RYA

りぃ
RYI

りゅ
RYU

りぇ
RYE

りょ
RYO

わ わ
WA

うぃ
WI

う
WU

うぇ
WE

を
WO

ん ん
NN

が が
GA

ぎ
GI

ぐ
GU

げ
GE

ご
GO

ぎゃ
GYA

ぎぃ
GYI

ぎゅ
GYU

ぎぇ
GYE

ぎょ
GYO

ざ ざ
ZA
−

じ
ZI
JI

ず
ZU
−

ぜ
ZE
−

ぞ
ZO
−

ざ じゃ
JA
JYA
ZYA

じぃ
−
JYI
ZYI

じゅ
JU
JYU
ZYU

じぇ
JE
JYE
ZYE

じょ
JO
JYO
ZYO

だ だ
DA

ぢ
DI

づ
DU

で
DE

ど
DO

ぢゃ
DYA

ぢぃ
DYI

ぢゅ
DYU

ぢぇ
DYE

ぢょ
DYO

でゃ
DHA

でぃ
DHI

でゅ
DHU

でぇ
DHE

でょ
DHO

どぁ
DWA

どぃ
DWI

どぅ
DWU

どぇ
DWE

どぉ
DWO

ば ば
BA

び
BI

ぶ
BU

べ
BE

ぼ
BO

びゃ
BYA

びぃ
BYI

びゅ
BYU

びぇ
BYE

びょ
BYO

ぱ ぱ
PA

ぴ
PI

ぷ
PU

ぺ
PE

ぽ
PO

ぴゃ
PYA

ぴぃ
PYI

ぴゅ
PYU

ぴぇ
PYE

ぴょ
PYO

う゛ う ぁ゙
VA

う ぃ゙
VI

う゛
VU

う ぇ゙
VE

う ぉ゙
VO
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グラフの表現
　数値データをグラフに表現して視覚化することで，データの傾向や特性が見つけやすくなる。グ
ラフにはさまざまな種類があるので，処理の目的やデータの特徴に合わせて，使用するグラフを適
切に選択することが必要である。

鹿児島

山口

鳥取

金沢

新潟

東京

296

308

303
148

122

ファイル形式の種類と特徴

　横軸を項目，縦軸を数値軸とする棒
状のグラフ。項目間の数値を比較する
のに適している。

　長方形の帯を項目ごとに区切って数
量を表現するグラフ。内訳や比率を表
すのに適している。

　棒グラフと折れ線グラフ
のように，異なる要素を表
現するグラフ。

棒グラフ

帯グラフ

複合グラフ

折れ線グラフ

レーダーチャート

円グラフ

散布図

　円を分割し，それぞれの面積によっ
て，項目ごとの数量を表現するグラフ。
内訳や比率を表すのに適している。

　２つの項目の数量を縦軸と横軸に取
り，点の位置で数値を表現するグラフ。
全体的な分布や傾向，相関関係を見る
のに適している。

　数量などの推移を折れ線で表すグラフ。
横軸を主に時間軸とし，時間経過に伴う
データの変化を読み取るのに適している。

　項目ごとの数量を中心からの距離で表
現するグラフ。データの全体的なバラン
スを見るのに適している。

　頂点（○で囲んだ対象）と辺（対象間の関係の線）の集まりからなる
図もグラフである。

箱ひげ図

　複合グラフに見られる下のような図を箱ひげ図という。
　箱ひげ図は，最小値，第１四

し
分
ぶん
位
い
数
すう
，中央値，第３四分位数，最大値の５点でデータの分布を表し，複数の

データの分布を比較するのに適している。

最小値 ………… 最も小さいデータの値
第１四分位数 … 小さい方から４分の１のところのデータの値
中央値 ………… 小さい方から２分の１のところのデータの値
第３四分位数 … 小さい方から４分の３のところのデータの値
最大値 ………… 最も大きいデータの値

最小値 第１四分位数 第３四分位数 最大値中央値

Tab タブ

ESC エスケープ

Alt オルト

Shift シフト

Ctrl コントロール

！ エクスクラメーションマーク

” ダブルクォーテーションマーク

＃ 番号記号

＄ ダラー（ドル）

％ パーセント

＆ アンパサンド（アンド）

’ アポストロフィ

＾ ハット

＠ アットマーク

＊ アスタリスク

： コロン

； セミコロン

,� コンマ

.� ピリオド（ドット）

［�］ スクエアブラケット

＜＞ アングルブラケット

｛｝ カーリーブラケット

（） パーレン

／ スラッシュ

＼ バックスラッシュ

− ハイフン

＿ アンダーバー

￥ エン

〜 チルダ

？ クエスチョンマーク

｜ 縦線

出典　J
ジ ス
IS（日本産業規格）ほか

形式名 特　徴

G
ジ フ

IF 色や白黒階調の種類を最高 256通りで表現し，同じ色やパターンが続いている部分を可
逆圧縮した形式。使用されている色の種類が少ない幾何学模様などに適している。

J
ジェイペグ

PEG 人間の視覚特性に基づいて見た目に影響しない情報を取り除く方法で非可逆圧縮した形式。
写真などに適している。ディジタルカメラの保存形式として多く利用される。

P
ピ ン グ

NG ネットワークに適した形式として，GIF を発展させて多様な機能をもつよう開発された可
逆圧縮形式。色の種類が多い幾何学模様などに適している。

B
ビーエムピー

MP ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。画面上の画像表現データをそのまま
に近い形式で保存。非圧縮が基本で，小さな画像の高速な読み書きに適している。

T
テ ィ フ

IFF タイル状の小さな区画に分割されて処理される。基本は非圧縮で，数種の圧縮方式にも対
応した形式。ソフトウェア間での画像の交換や大きな画像に適している。

P
ピ ク ト

ICT ある種のコンピュータで標準的な画像ファイル形式。ペイント系の画像とドロー系の画像
を混在して保存できる。クリップボードで画像データを交換するのに使われる。

静止画像ファイル形式

形式名 特　徴

M
ミ デ ィ

IDI 音そのものではなく，音色，音程，長さ，強さ，テンポなどの情報を記録したファイル形式。
サイズが小さいので，インターネットで多く利用されている。

W
ウ ェ イ ブ

AVE
ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。音楽C

シーディー
D と同等の音質を扱うことがで

きる。データの容量は大きい。

A
ア イ フ

IFF ある種のコンピュータで標準的な音ファイル形式。高品位でサンプリングした音データの
記録や楽器データの保存が可能である。

M
エム

P
ピー

3
スリー

動画の圧縮形式であるMPEG-1 の音声部分の記録方式を利用した音ファイル形式。人間
が聞き取れない音を除くことで，容量をWAVEファイルの 10分の 1程度にすることが
できる。

W
ダブリュ

M
エム

A
エー ストリーミング配信に対応したファイル形式。MP3形式よりも高圧縮・高音質で，容量

をWAVEファイルの 20分の 1程度に小さくすることができる。

音声ファイル形式

形式名 特　徴

A
エーブイアイ

VI
ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。この形式では音声や動画像の圧縮形式
を規定していないので，それぞれの圧縮形式に対応したプログラム（コーデックという）
が必要となる。

M
エ ム ペ グ

PEG

MPEG-1 は V
ブイ
H
エッチ
S
エス
ビデオ並の画質を保って動画像を圧縮することが可能。同様に，

MPEG-2 は S-VHSビデオやハイビジョンテレビ並の画質を保つ。一方，MPEG-4 は通信
速度の遅いメディアでも使用できることを想定して開発され，低画質から高画質まで幅広
く対応している。

M
エムオーブイ

OV ある種のコンピュータで標準的な動画像ファイル。一部のディジタルビデオカメラの記録
形式として採用されている。

F
エフエルブイ

LV 動画を再生するプレーヤ用のファイル形式の１つ。多数の圧縮方法や種類がある。動画配
信などに多く使用される。

動画像ファイル形式

ローマ字入力の例

主な記号の読み方 別の読み方をす
る場合もある

（コンピュータの機種やソフトウェアによって異なる）

あ あ
A

い
I

う
U

え
E

お
O

ぁ
XA
LA

ぃ
XI
LI

ぅ
XU
LU

ぇ
XE
LE

ぉ
XO
LO

か か
KA

き
KI

く
KU

け
KE

こ
KO

きゃ
KYA

きぃ
KYI

きゅ
KYU

きぇ
KYE

きょ
KYO

くぁ
QWA

くぃ
QWI

くぅ
QWU

くぇ
QWE

くぉ
QWO

さ さ
SA
−

し
SI
SHI

す
SU
−

せ
SE
−

そ
SO
−

しゃ
SYA
SHA

しぃ
SYI
−

しゅ
SYU
SHU

しぇ
SYE
SHE

しょ
SYO
SHO

た た
TA
−

ち
TI
CHI

つ
TU
TSU

て
TE
−

と
TO
−

ちゃ
TYA
CYA
CHA

ちぃ
TYI
CYI
−

ちゅ
TYU
CYU
CHU

ちぇ
TYE
CYE
CHE

ちょ
TYO
CYO
CHO

た っ
XTU
LTU
N以外の子音を 2つ続けて入力
（例）がっき→GAKKI
つぁ
TSA

つぃ
TSI

−
−

つぇ
TSE

つぉ
TSO

てゃ
THA

てぃ
THI

てゅ
THU

てぇ
THE

てょ
THO

とぁ
TWA

とぃ
TWI

とぅ
TWU

とぇ
TWE

とぉ
TWO

な な
NA

に
NI

ぬ
NU

ね
NE

の
NO

にゃ
NYA

にぃ
NYI

にゅ
NYU

にぇ
NYE

にょ
NYO

は は
HA
−

ひ
HI
−

ふ
HU
FU

へ
HE
−

ほ
HO
−

ひゃ
HYA

ひぃ
HYI

ひゅ
HYU

ひぇ
HYE

ひょ
HYO

ふぁ
FA

ふぃ
FI

−
−

ふぇ
FE

ふぉ
FO

ふゃ
FYA

ふぃ
FYI

ふゅ
FYU

ふぇ
FYE

ふょ
FYO

ま ま
MA

み
MI

む
MU

め
ME

も
MO

みゃ
MYA

みぃ
MYI

みゅ
MYU

みぇ
MYE

みょ
MYO

や や
YA

い
YI

ゆ
YU

いぇ
YE

よ
YO

ゃ
XYA
LYA

ぃ
XYI
LYI

ゅ
XYU
LYU

ぇ
XYE
LYE

ょ
XYO
LYO

ら ら
RA

り
RI

る
RU

れ
RE

ろ
RO

りゃ
RYA

りぃ
RYI

りゅ
RYU

りぇ
RYE

りょ
RYO

わ わ
WA

うぃ
WI

う
WU

うぇ
WE

を
WO

ん ん
NN

が が
GA

ぎ
GI

ぐ
GU

げ
GE

ご
GO

ぎゃ
GYA

ぎぃ
GYI

ぎゅ
GYU

ぎぇ
GYE

ぎょ
GYO

ざ ざ
ZA
−

じ
ZI
JI

ず
ZU
−

ぜ
ZE
−

ぞ
ZO
−

ざ じゃ
JA
JYA
ZYA

じぃ
−
JYI
ZYI

じゅ
JU
JYU
ZYU

じぇ
JE
JYE
ZYE

じょ
JO
JYO
ZYO

だ だ
DA

ぢ
DI

づ
DU

で
DE

ど
DO

ぢゃ
DYA

ぢぃ
DYI

ぢゅ
DYU

ぢぇ
DYE

ぢょ
DYO

でゃ
DHA

でぃ
DHI

でゅ
DHU

でぇ
DHE

でょ
DHO

どぁ
DWA

どぃ
DWI

どぅ
DWU

どぇ
DWE

どぉ
DWO

ば ば
BA

び
BI

ぶ
BU

べ
BE

ぼ
BO

びゃ
BYA

びぃ
BYI

びゅ
BYU

びぇ
BYE

びょ
BYO

ぱ ぱ
PA

ぴ
PI

ぷ
PU

ぺ
PE

ぽ
PO

ぴゃ
PYA

ぴぃ
PYI

ぴゅ
PYU

ぴぇ
PYE

ぴょ
PYO

う゛ う ぁ゙
VA

う ぃ゙
VI

う゛
VU

う ぇ゙
VE

う ぉ゙
VO
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著
作
権
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
個
人
情
報
保
護
法
）

い
ろ
い
ろ
な
法
律

19
70

（
昭

和
45

）年
5月

6日
公

布
，2

01
5（

平
成

27
）年

６
月

24
日

改
正（

抜
粋

）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

著
作

物
並

び
に

実
演

，
レ

コ
ー

ド
，

放
送

及
び

有
線

放
送

に
関

し
著

作
者

の
権

利
及

び
こ

れ
に

隣
接

す
る

権
利

を
定

め
，

こ
れ

ら
の

文
化

的
所

産
の

公
正

な
利

用
に

留
意

し
つ

つ
，

著
作

者
等

の
権

利
の

保
護

を
図

り
，

も
つ

て
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

第
十
条
（
著
作
物
の
例
示
）　

こ
の

法
律

に
い

う
著

作
物

を
例

示
す

る
と

，
お

お
む

ね
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
一

　
小

説
，

脚
本

，
論

文
，

講
演

そ
の

他
の

言
語

の
著

作
物

　
二

　
音

楽
の

著
作

物
　

三
　

舞
踊

又
は

無
言

劇
の

著
作

物
　

四
　

絵
画

，
版

画
，

彫
刻

そ
の

他
の

美
術

の
著

作
物

　
五

　
建

築
の

著
作

物
　

六
　

 地
図

又
は

学
術

的
な

性
質

を
有

す
る

図
面

，
図

表
，

模
型

そ
の

他
の

図
形

の
著

作
物

　
七

　
映

画
の

著
作

物
　

八
　

写
真

の
著

作
物

　
九

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
著

作
物

２
　

事
実

の
伝

達
に

す
ぎ

な
い

雑
報

及
び

時
事

の
報

道
は

，
前

項
第

一
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

該
当

し
な

い
。

３
　

第
一

項
第

九
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

対
す

る
こ

の
法

律
に

よ
る

保
護

は
，

そ
の

著
作

物
を

作
成

す
る

た
め

に
用

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
，

規
約

及
び

解
法

に
及

ば
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

，
こ

れ
ら

の
用

語
の

意
義

は
，

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
　

一
　

 プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

表
現

す
る

手
段

と
し

て
の

文
字

そ
の

他
の

記
号

及
び

そ
の

体
系

を
い

う
。

　
二

　
 規

約
　

特
定

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

前
号

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

の
用

法
に

つ
い

て
の

特
別

の
約

束
を

い
う

。
　

三
　

 解
法

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

電
子

計
算

機
に

対
す

る
指

令
の

組
合

せ
の

方
法

を
い

う
。

第
十
八
条
（
公
表
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

で
ま

だ
公

表
さ

れ
て

い
な

い
も

の
（

そ
の

同
意

を
得

な
い

で
公

表
さ

れ
た

著
作

物
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。）
を

公
衆

に
提

供
し

，
又

は
提

示
す

る
権

利
を

有
す

る
。

当
該

著
作

物
を

原
著

作
物

と
す

る
二

次
的

著
作

物
に

つ
い

て
も

，
同

様
と

す
る

。
第
十
九
条
（
氏
名
表
示
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

の
原

作
品

に
，

又
は

そ
の

著
作

物
の

公
衆

へ
の

提
供

若
し

く
は

提
示

に
際

し
，

そ
の

実
名

若
し

く
は

変
名

を
著

作
者

名
と

し
て

表
示

し
，

又
は

著
作

者
名

を
表

示
し

な
い

こ
と

と
す

る
権

利
を

有
す

る
。

第
二
十
条
（
同
一
性
保
持
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

及
び

そ
の

題
号

の
同

一
性

を
保

持
す

る
権

利
を

有
し

，
そ

の
意

に
反

し
て

こ
れ

ら
の

変
更

，
切

除
そ

の
他

の
改

変
を

受
け

な
い

も
の

と
す

る
。

第
三
十
条
（
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
）　

著
作

権
の

目
的

と
な

つ
て

い
る

著
作

物
（

以
下

こ
の

款
に

お
い

て
単

に
「

著
作

物
」

と
い

う
。）

は
，

個
人

的
に

又
は

家
庭

内
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

限
ら

れ
た

範
囲

内
に

お
い

て
使

用
す

る
こ

と
（

以
下

「
私

的
使

用
」

と
い

う
。）

を
目

的
と

す
る

と
き

は
，次

に
掲

げ
る

場
合

を
除

き
，

そ
の

使
用

す
る

者
が

複
製

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 公
衆

の
使

用
に

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

自
動

複
製

機
器

（
複

製
の

機
能

を
有

し
，

こ
れ

に
関

す
る

装
置

の
全

部
又

は
主

要
な

部
分

が
自

動
化

さ
れ

て
い

る
機

器
を

い
う

。）
を

用
い

て
複

製
す

る
場

合
　

二
　

 技
術

的
保

護
手

段
の

回
避

（
第

二
条

第
一

項
第

二
十

号
に

規
定

す
る

信
号

の
除

去
若

し
く

は
改

変
（

記
録

又
は

送
信

の
方

式
の

変
換

に
伴

う
技

術
的

な
制

約
に

よ
る

除
去

又
は

改
変

を
除

く
。）

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

防
止

さ
れ

る
行

為
を

可
能

と
し

，
又

は
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

抑
止

さ
れ

る
行

為
の

結
果

に
障

害
を

生
じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
を

い
う

。
第

百
二

十
条

の
二

第
一

号
及

び
第

二
号

に
お

い
て

同
じ

。）
に

よ
り

可
能

と
な

り
，

又
は

そ
の

結
果

に
障

害
が

生
じ

な
い

よ
う

に
な

つ
た

複
製

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

　
三

　
 著

作
権

を
侵

害
す

る
自

動
公

衆
送

信
（

国
外

で
行

わ
れ

る
自

動
公

衆
送

信
で

あ
つ

て
，

国
内

で
行

わ
れ

た
と

し
た

な
ら

ば
著

作
権

の
侵

害
と

な
る

べ
き

も
の

を
含

む
。）

を
受

信
し

て
行

う
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

２
　

私
的

使
用

を
目

的
と

し
て

，
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
機

器
（

放
送

の
業

務
の

た
め

の
特

別
の

性
能

そ
の

他
の

私
的

使
用

に
通

常
供

さ
れ

な
い

特
別

の
性

能
を

有
す

る
も

の
及

び
録

音
機

能
付

き
の

電
話

機
そ

の
他

の
本

来
の

機
能

に
附

属
す

る
機

能
と

し
て

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
も

の
を

除
く

。）
で

あ
つ

て
政

令
で

定
め

る
も

の
に

よ
り

，
当

該
機

器
に

よ
る

デ
ジ

タ
ル

方
式

の
録

音
又

は
録

画
の

用
に

供
さ

れ
る

記
録

媒
体

で
あ

つ
て

政
令

で
定

め
る

も
の

に
録

音
又

は
録

画
を

行
う

者
は

，
相

当
な

額
の

補
償

金
を

著
作

権
者

に
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
三
十
二
条
（
引
用
）　

公
表

さ
れ

た
著

作
物

は
，

引
用

し
て

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
，

そ
の

引
用

は
，

公
正

な
慣

行
に

合
致

す
る

も
の

で
あ

り
，

か
つ

，
報

道
，

批
評

，
研

究
そ

の
他

の
引

用
の

目
的

上
正

当
な

範
囲

内
で

行
な

わ
れ

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

　
国

若
し

く
は

地
方

公
共

団
体

の
機

関
，

独
立

行
政

法
人

又
は

地
方

独
立

行
政

法
人

が
一

般
に

周
知

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
作

成
し

，
そ

の
著

作
の

名
義

の
下

に
公

表
す

る
広

報
資

料
，

調
査

統
計

資
料

，
報

告
書

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

著
作

物
は

，
説

明
の

材
料

と
し

て
新

聞
紙

，
雑

誌
そ

の
他

の
刊

行
物

に
転

載
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

こ
れ

を
禁

止
す

る
旨

の
表

示
が

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

第
三
十
五
条
（
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
お
け
る
複
製
等
）　

学
校

そ
の

他
の

教
育

機
関

（
営

利
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

も
の

を
除

く
。）

に
お

い
て

教
育

を
担

任
す

る
者

及
び

授
業

を
受

け
る

者
は

，
そ

の
授

業
の

過
程

に
お

け
る

使
用

に
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

場
合

に
は

，
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

公
表

さ
れ

た
著

作
物

を
複

製
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

当
該

著
作

物
の

種
類

及
び

用
途

並
び

に
そ

の
複

製
の

部
数

及
び

態
様

に
照

ら
し

著
作

権
者

の
利

益
を

不
当

に
害

す
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
第
四
十
七
条
の
三
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
複
製
物
の
所
有
者
に
よ
る
複
製

等
）　

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

著
作

物
の

複
製

物
の

所
有

者
は

，
自

ら
当

該
著

作
物

を
電

子
計

算
機

に
お

い
て

利
用

す
る

た
め

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

当
該

著
作

物
の

複
製

又
は

翻
案

（
こ

れ
に

よ
り

創
作

し
た

二
次

的
著

作
物

の
複

製
を

含
む

。）
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

，
当

該
利

用
に

係
る

複
製

物
の

使
用

に
つ

き
，

第
百

十
三

条
第

二
項

の
規

定
が

適
用

さ
れ

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。

第
五
十
一
条
（
保
護
期
間
の
原
則
）　

著
作

権
の

存
続

期
間

は
，

著
作

物
の

創
作

の
時

に
始

ま
る

。
２

　
著

作
権

は
，

こ
の

節
に

別
段

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
，

著
作

者
の

死
後

（
共

同
著

作
物

に
あ

つ
て

は
，

最
終

に
死

亡
し

た
著

作
者

の
死

後
。

次
条

第
一

項
に

お
い

て
同

じ
。）

五
十

年
を

経
過

す
る

ま
で

の
間

，
存

続
す

る
。

第
百
十
九
条

　
著

作
権

，
出

版
権

又
は

著
作

隣
接

権
を

侵
害

し
た

者
（

第
三

十
条

第
一

項
（

第
百

二
条

第
一

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。）
に

定
め

る
私

的
使

用
の

目
的

を
も

つ
て

自
ら

著
作

物
若

し
く

は
実

演
等

の
複

製
を

行
つ

た
者

，
第

百
十

三
条

第
三

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
権

若
し

く
は

著
作

隣
接

権
（

同
条

第
四

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
隣

接
権

と
み

な
さ

れ
る

権
利

を
含

む
。

第
百

二
十

条
の

二
第

三
号

に
お

い
て

同
じ

。）
を

侵
害

す
る

行
為

と
み

な
さ

れ
る

行
為

を
行

つ
た

者
，

第
百

十
三

条
第

五
項

の
規

定
に

よ
り

著
作

権
若

し
く

は
著

作
隣

接
権

を
侵

害
す

る
行

為
と

み
な

さ
れ

る
行

為
を

行
つ

た
者

又
は

次
項

第
三

号
若

し
く

は
第

四
号

に
掲

げ
る

者
を

除
く

。）
は

，十
年

以
下

の
懲

役
若

し
く

は
千

万
円

以
下

の
罰

金
に

処
し

，
又

は
こ

れ
を

併
科

す
る

。
２

　
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

は
，

五
年

以
下

の
懲

役
若

し
く

は
五

百
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

し
，

又
は

こ
れ

を
併

科
す

る
。

　
一

　
 著

作
者

人
格

権
又

は
実

演
家

人
格

権
を

侵
害

し
た

者
（

第
百

十
三

条
第

三
項

の
規

定
に

よ
り

著
作

者
人

格
権

又
は

実
演

家
人

格
権

を
侵

害
す

る
行

為
と

み
な

さ
れ

る
行

為
を

行
つ

た
者

を
除

く
。）

　
二

　
 営

利
を

目
的

と
し

て
，

第
三

十
条

第
一

項
第

一
号

に
規

定
す

る
自

動
複

製
機

器
を

著
作

権
，

出
版

権
又

は
著

作
隣

接
権

の
侵

害
と

な
る

著
作

物
又

は
実

演
等

の
複

製
に

使
用

さ
せ

た
者

第
一
章
　
総
則

第
一
節
　
通
則

第
二
章
　
著
作
者
の
権
利

第
一
節
　
著
作
物

第
三
節
　
権
利
の
内
容

第
二
款
　
著
作
者
人
格
権

第
五
款
　
著
作
権
の
制
限

第
四
節
　
保
護
期
間

第
八
章
　
罰
則

20
03

（
平

成
15

）年
5月

30
日

公
布

，2
01

5（
平

成
27

）年
9月

9日
改

正（
抜

粋
）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

高
度

情
報

通
信

社
会

の
進

展
に

伴
い

個
人

情
報

の
利

用
が

著
し

く
拡

大
し

て
い

る
こ

と
に

鑑
み

，
個

人
情

報
の

適
正

な
取

扱
い

に
関

し
，

基
本

理
念

及
び

政
府

に
よ

る
基

本
方

針
の

作
成

そ
の

他
の

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
施

策
の

基
本

と
な

る
事

項
を

定
め

，
国

及
び

地
方

公
共

団
体

の
責

務
等

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
事

業
者

の
遵

守
す

べ
き

義
務

等
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

，
個

人
情

報
の

有
用

性
に

配
慮

し
つ

つ
，

個
人

の
権

利
利

益
を

保
護

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
個

人
情

報
」

と
は

，
生

存
す

る
個

人
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
，

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
氏

名
，

生
年

月
日

そ
の

他
の

記
述

等
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

（
他

の
情

報
と

容
易

に
照

合
す

る
こ

と
が

で
き

，
そ

れ
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

る
も

の
を

含
む

。）
を

い
う

。

第
十
五
条
（
利
用
目
的
の
特
定
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

に
当

た
っ

て
は

，
そ

の
利

用
の

目
的

（
以

下
「

利
用

目
的

」
と

い
う

。）
を

で
き

る
限

り
特

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
六
条
（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
あ

ら
か

じ
め

本
人

の
同

意
を

得
な

い
で

，
前

条
の

規
定

に
よ

り
特

定
さ

れ
た

利
用

目
的

の
達

成
に

必
要

な
範

囲
を

超
え

て
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

っ
て

は
な

ら
な

い
。

第
十
七
条
（
適
正
な
取
得
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
偽

り
そ

の
他

不
正

の
手

段
に

よ
り

個
人

情
報

を
取

得
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
十
八
条
（
取
得
に
際
し
て
の
利
用
目
的
の
通
知
等
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者

は
，

個
人

情
報

を
取

得
し

た
場

合
は

，
あ

ら
か

じ
め

そ
の

利
用

目
的

を
公

表
し

て
い

る
場

合
を

除
き

，
速

や
か

に
，

そ
の

利
用

目
的

を
，

本
人

に
通

知
し

，
又

は
公

表
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
九
条
（
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
利

用
目

的
の

達
成

に
必

要
な

範
囲

内
に

お
い

て
，

個
人

デ
ー

タ
を

正
確

か
つ

最
新

の
内

容
に

保
つ

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
二
十
条
（
安
全
管
理
措
置
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
そ

の
取

り
扱

う
個

人
デ

ー
タ

の
漏

え
い

，
滅

失
又

は
き

損
の

防
止

そ
の

他
の

個
人

デ
ー

タ
の

安
全

管
理

の
た

め
に

必
要

か
つ

適
切

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

第
六
十
六
条
　（
適
用
除
外
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
の

う
ち

次
の

各
号

に
掲

げ
る

者
に

つ
い

て
は

，
そ

の
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

目
的

の
全

部
又

は
一

部
が

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
規

定
す

る
目

的
で

あ
る

と
き

は
，

第
四

章
の

規
定

は
，

適
用

し
な

い
。

　
一

　
 放

送
機

関
，

新
聞

社
，

通
信

社
そ

の
他

の
報

道
機

関
（

報
道

を
業

と
し

て
行

う
個

人
を

含
む

。）
　

報
道

の
用

に
供

す
る

目
的

　
二

　
 著

述
を

業
と

し
て

行
う

者
　

著
述

の
用

に
供

す
る

目
的

　
三

　
 大

学
そ

の
他

の
学

術
研

究
を

目
的

と
す

る
機

関
若

し
く

は
団

体
又

は
そ

れ
ら

に
属

す
る

者
　

学
術

研
究

の
用

に
供

す
る

目
的

　
四

　
 宗

教
団

体
　

宗
教

活
動（

こ
れ

に
付

随
す

る
活

動
を

含
む

。）
の

用
に

供
す

る
目

的
　

五
　

 政
治

団
体

　
政

治
活

動（
こ

れ
に

付
随

す
る

活
動

を
含

む
。）

の
用

に
供

す
る

目
的

第
七
十
四
条

　
第

三
十

四
条

第
二

項
又

は
第

三
項

の
規

定
に

よ
る

命
令

に
違

反
し

た
者

は
，

六
月

以
下

の
懲

役
又

は
三

十
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
第
七
十
五
条

　
第

三
十

二
条

又
は

第
四

十
六

条
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

せ
ず

，
又

は
虚

偽
の

報
告

を
し

た
者

は
，

三
十

万
円

以
下

の
罰

金
に

処
す

る
。

第
一
章
　
総
則

第
四
章
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務
等

第
一
節
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務

第
六
章
　
雑
則

第
七
章
　
罰
則

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
）

19
99

（
平

成
11

）年
8月

13
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
5月

31
日

改
正（

抜
粋

）
第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
禁

止
す

る
と

と
も

に
，

こ
れ

に
つ

い
て

の
罰

則
及

び
そ

の
再

発
防

止
の

た
め

の
都

道
府

県
公

安
委

員
会

に
よ

る
援

助
措

置
等

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
，

電
気

通
信

回
線

を
通

じ
て

行
わ

れ
る

電
子

計
算

機
に

係
る

犯
罪

の
防

止
及

び
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

よ
り

実
現

さ
れ

る
電

気
通

信
に

関
す

る
秩

序
の

維
持

を
図

り
，

も
っ

て
高

度
情

報
通

信
社

会
の

健
全

な
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
ア

ク
セ

ス
管

理
者

」
と

は
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
い

る
電

子
計

算
機

（
以

下
「

特
定

電
子

計
算

機
」

と
い

う
。）

の
利

用（
当

該
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
行

う
も

の
に

限
る

。
以

下「
特

定
利

用
」

と
い

う
。）

に
つ

き
当

該
特

定
電

子
計

算
機

の
動

作
を

管
理

す
る

者
を

い
う

。
第
三
条
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
七
条
（
識
別
符
号
の
入
力
を
不
正
に
要
求
す
る
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

を
特

定
電

子
計

算
機

に
付

加
し

た
ア

ク
セ

ス
管

理
者

に
な

り
す

ま
し

，
そ

の
他

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
で

あ
る

と
誤

認
さ

せ
て

，
次

に
掲

げ
る

行

為
を

し
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
の

承
諾

を
得

て
す

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
　

一
　

 当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
が

当
該

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

に
係

る
識

別
符

号
を

付
さ

れ
た

利
用

権
者

に
対

し
当

該
識

別
符

号
を

特
定

電
子

計
算

機
に

入
力

す
る

こ
と

を
求

め
る

旨
の

情
報

を
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
行

う
自

動
公

衆
送

信
（

公
衆

に
よ

っ
て

直
接

受
信

さ
れ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
公

衆
か

ら
の

求
め

に
応

じ
自

動
的

に
送

信
を

行
う

こ
と

を
い

い
，

放
送

又
は

有
線

放
送

に
該

当
す

る
も

の
を

除
く

。）
を

利
用

し
て

公
衆

が
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

る
状

態
に

置
く

行
為

　
二

　
 当

該
ア

ク
セ

ス
管

理
者

が
当

該
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

係
る

識
別

符
号

を
付

さ
れ

た
利

用
権

者
に

対
し

当
該

識
別

符
号

を
特

定
電

子
計

算
機

に
入

力
す

る
こ

と
を

求
め

る
旨

の
情

報
を

，
電

子
メ

ー
ル

（
特

定
電

子
メ

ー
ル

の
送

信
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
十

四
年

法
律

第
二

十
六

号
）

第
二

条
第

一
号

に
規

定
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
い

う
。）

に
よ

り
当

該
利

用
権

者
に

送
信

す
る

行
為

特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
）

20
01（

平
成

13
）年

11
月

30
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
4月

26
日

改
正（

抜
粋

）
第
一
条
（
趣
旨
）　

こ
の

法
律

は
，

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

権
利

の
侵

害
が

あ
っ

た
場

合
に

つ
い

て
，

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
の

損
害

賠
償

責
任

の
制

限
及

び
発

信
者

情
報

の
開

示
を

請
求

す
る

権
利

に
つ

き
定

め
る

も
の

と
す

る
。

第
三
条
（
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

り
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
た

と
き

は
，

当
該

特
定

電
気

通
信

の
用

に
供

さ
れ

る
特

定
電

気
通

信
設

備
を

用
い

る
特

定
電

気
通

信
役

務
提

供
者

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
は

，
こ

れ
に

よ
っ

て
生

じ
た

損
害

に
つ

い
て

は
，

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

不
特

定
の

者
に

対
す

る
送

信
を

防
止

す
る

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
技

術
的

に
可

能
な

場
合

で
あ

っ
て

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
で

な
け

れ
ば

，
賠

償
の

責
め

に
任

じ
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

関
係

役
務

提
供

者
が

当
該

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

発
信

者
で

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
一

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
た

と
き

。

　
二

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
，

当
該

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

を
知

っ
て

い
た

場
合

で
あ

っ
て

，
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
と

認
め

る
に

足
り

る
相

当
の

理
由

が
あ

る
と

き
。

第
四
条
（
発
信
者
情
報
の
開
示
請
求
等
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

自
己

の
権

利
を

侵
害

さ
れ

た
と

す
る

者
は

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
と

き
に

限
り

，
当

該
特

定
電

気
通

信
の

用
に

供
さ

れ
る

特
定

電
気

通
信

設
備

を
用

い
る

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
（

以
下

「
開

示
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
に

対
し

，
当

該
開

示
関

係
役

務
提

供
者

が
保

有
す

る
当

該
権

利
の

侵
害

に
係

る
発

信
者

情
報

（
氏

名
，

住
所

そ
の

他
の

侵
害

情
報

の
発

信
者

の
特

定
に

資
す

る
情

報
で

あ
っ

て
総

務
省

令
で

定
め

る
も

の
を

い
う

。
以

下
同

じ
。）

の
開

示
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 侵
害

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
当

該
開

示
の

請
求

を
す

る
者

の
権

利
が

侵
害

さ
れ

た
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
る

と
き

。
　

二
　

 当
該

発
信

者
情

報
が

当
該

開
示

の
請

求
を

す
る

者
の

損
害

賠
償

請
求

権
の

行
使

の
た

め
に

必
要

で
あ

る
場

合
そ

の
他

発
信

者
情

報
の

開
示

を
受

け
る

べ
き

正
当

な
理

由
が

あ
る

と
き

。

10
01
10
11

10
01
10
10

情
報

の
科

学
�

_
�

ッ
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15
4

15
5

資 料 編

著
作
権
法

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
個
人
情
報
保
護
法
）

い
ろ
い
ろ
な
法
律

19
70

（
昭

和
45

）年
5月

6日
公

布
，2

01
8（

平
成

30
）年

７
月

13
日

改
正（

抜
粋

）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

著
作

物
並

び
に

実
演

，
レ

コ
ー

ド
，

放
送

及
び

有
線

放
送

に
関

し
著

作
者

の
権

利
及

び
こ

れ
に

隣
接

す
る

権
利

を
定

め
，

こ
れ

ら
の

文
化

的
所

産
の

公
正

な
利

用
に

留
意

し
つ

つ
，

著
作

者
等

の
権

利
の

保
護

を
図

り
，

も
つ

て
文

化
の

発
展

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

第
十
条
（
著
作
物
の
例
示
）　

こ
の

法
律

に
い

う
著

作
物

を
例

示
す

る
と

，
お

お
む

ね
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

　
一

　
小

説
，

脚
本

，
論

文
，

講
演

そ
の

他
の

言
語

の
著

作
物

　
二

　
音

楽
の

著
作

物
　

三
　

舞
踊

又
は

無
言

劇
の

著
作

物
　

四
　

絵
画

，
版

画
，

彫
刻

そ
の

他
の

美
術

の
著

作
物

　
五

　
建

築
の

著
作

物
　

六
　

 地
図

又
は

学
術

的
な

性
質

を
有

す
る

図
面

，
図

表
，

模
型

そ
の

他
の

図
形

の
著

作
物

　
七

　
映

画
の

著
作

物
　

八
　

写
真

の
著

作
物

　
九

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
著

作
物

２
　

事
実

の
伝

達
に

す
ぎ

な
い

雑
報

及
び

時
事

の
報

道
は

，
前

項
第

一
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

該
当

し
な

い
。

３
　

第
一

項
第

九
号

に
掲

げ
る

著
作

物
に

対
す

る
こ

の
法

律
に

よ
る

保
護

は
，

そ
の

著
作

物
を

作
成

す
る

た
め

に
用

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
，

規
約

及
び

解
法

に
及

ば
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

，
こ

れ
ら

の
用

語
の

意
義

は
，

次
の

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
　

一
　

 プ
ロ

グ
ラ

ム
言

語
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

表
現

す
る

手
段

と
し

て
の

文
字

そ
の

他
の

記
号

及
び

そ
の

体
系

を
い

う
。

　
二

　
 規

約
　

特
定

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

前
号

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

言
語

の
用

法
に

つ
い

て
の

特
別

の
約

束
を

い
う

。
　

三
　

 解
法

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

電
子

計
算

機
に

対
す

る
指

令
の

組
合

せ
の

方
法

を
い

う
。

第
十
八
条
（
公
表
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

で
ま

だ
公

表
さ

れ
て

い
な

い
も

の
（

そ
の

同
意

を
得

な
い

で
公

表
さ

れ
た

著
作

物
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。）
を

公
衆

に
提

供
し

，
又

は
提

示
す

る
権

利
を

有
す

る
。

当
該

著
作

物
を

原
著

作
物

と
す

る
二

次
的

著
作

物
に

つ
い

て
も

，
同

様
と

す
る

。
第
十
九
条
（
氏
名
表
示
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

の
原

作
品

に
，

又
は

そ
の

著
作

物
の

公
衆

へ
の

提
供

若
し

く
は

提
示

に
際

し
，

そ
の

実
名

若
し

く
は

変
名

を
著

作
者

名
と

し
て

表
示

し
，

又
は

著
作

者
名

を
表

示
し

な
い

こ
と

と
す

る
権

利
を

有
す

る
。

第
二
十
条
（
同
一
性
保
持
権
）　

著
作

者
は

，
そ

の
著

作
物

及
び

そ
の

題
号

の
同

一
性

を
保

持
す

る
権

利
を

有
し

，
そ

の
意

に
反

し
て

こ
れ

ら
の

変
更

，
切

除
そ

の
他

の
改

変
を

受
け

な
い

も
の

と
す

る
。

第
三
十
条
（
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
）　

著
作

権
の

目
的

と
な

つ
て

い
る

著
作

物
（

以
下

こ
の

款
に

お
い

て
単

に
「

著
作

物
」

と
い

う
。）

は
，

個
人

的
に

又
は

家
庭

内
そ

の
他

こ
れ

に
準

ず
る

限
ら

れ
た

範
囲

内
に

お
い

て
使

用
す

る
こ

と
（

以
下

「
私

的
使

用
」

と
い

う
。）

を
目

的
と

す
る

と
き

は
，次

に
掲

げ
る

場
合

を
除

き
，

そ
の

使
用

す
る

者
が

複
製

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 公
衆

の
使

用
に

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

自
動

複
製

機
器

（
複

製
の

機
能

を
有

し
，

こ
れ

に
関

す
る

装
置

の
全

部
又

は
主

要
な

部
分

が
自

動
化

さ
れ

て
い

る
機

器
を

い
う

。）
を

用
い

て
複

製
す

る
場

合
　

二
　

 技
術

的
保

護
手

段
の

回
避

（
第

二
条

第
一

項
第

二
十

号
に

規
定

す
る

信
号

の
除

去
若

し
く

は
改

変
（

記
録

又
は

送
信

の
方

式
の

変
換

に
伴

う
技

術
的

な
制

約
に

よ
る

除
去

又
は

改
変

を
除

く
。）

を
行

う
こ

と
に

よ
り

，
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

防
止

さ
れ

る
行

為
を

可
能

と
し

，
又

は
当

該
技

術
的

保
護

手
段

に
よ

つ
て

抑
止

さ
れ

る
行

為
の

結
果

に
障

害
を

生
じ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
を

い
う

。
第

百
二

十
条

の
二

第
一

号
及

び
第

二
号

に
お

い
て

同
じ

。）
に

よ
り

可
能

と
な

り
，

又
は

そ
の

結
果

に
障

害
が

生
じ

な
い

よ
う

に
な

つ
た

複
製

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

　
三

　
 著

作
権

を
侵

害
す

る
自

動
公

衆
送

信
（

国
外

で
行

わ
れ

る
自

動
公

衆
送

信
で

あ
つ

て
，

国
内

で
行

わ
れ

た
と

し
た

な
ら

ば
著

作
権

の
侵

害
と

な
る

べ
き

も
の

を
含

む
。）

を
受

信
し

て
行

う
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

を
，

そ
の

事
実

を
知

り
な

が
ら

行
う

場
合

２
　

私
的

使
用

を
目

的
と

し
て

，
デ

ジ
タ

ル
方

式
の

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
機

器
（

放
送

の
業

務
の

た
め

の
特

別
の

性
能

そ
の

他
の

私
的

使
用

に
通

常
供

さ
れ

な
い

特
別

の
性

能
を

有
す

る
も

の
及

び
録

音
機

能
付

き
の

電
話

機
そ

の
他

の
本

来
の

機
能

に
附

属
す

る
機

能
と

し
て

録
音

又
は

録
画

の
機

能
を

有
す

る
も

の
を

除
く

。）
で

あ
つ

て
政

令
で

定
め

る
も

の
に

よ
り

，
当

該
機

器
に

よ
る

デ
ジ

タ
ル

方
式

の
録

音
又

は
録

画
の

用
に

供
さ

れ
る

記
録

媒
体

で
あ

つ
て

政
令

で
定

め
る

も
の

に
録

音
又

は
録

画
を

行
う

者
は

，
相

当
な

額
の

補
償

金
を

著
作

権
者

に
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
三
十
二
条
（
引
用
）　

公
表

さ
れ

た
著

作
物

は
，

引
用

し
て

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
，

そ
の

引
用

は
，

公
正

な
慣

行
に

合
致

す
る

も
の

で
あ

り
，

か
つ

，
報

道
，

批
評

，
研

究
そ

の
他

の
引

用
の

目
的

上
正

当
な

範
囲

内
で

行
な

わ
れ

る
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
２

　
国

若
し

く
は

地
方

公
共

団
体

の
機

関
，

独
立

行
政

法
人

又
は

地
方

独
立

行
政

法
人

が
一

般
に

周
知

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
作

成
し

，
そ

の
著

作
の

名
義

の
下

に
公

表
す

る
広

報
資

料
，

調
査

統
計

資
料

，
報

告
書

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

著
作

物
は

，
説

明
の

材
料

と
し

て
新

聞
紙

，
雑

誌
そ

の
他

の
刊

行
物

に
転

載
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

こ
れ

を
禁

止
す

る
旨

の
表

示
が

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

第
三
十
五
条
（
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
お
け
る
複
製
等
）　

学
校

そ
の

他
の

教
育

機
関

（
営

利
を

目
的

と
し

て
設

置
さ

れ
て

い
る

も
の

を
除

く
。）

に
お

い
て

教
育

を
担

任
す

る
者

及
び

授
業

を
受

け
る

者
は

，
そ

の
授

業
の

過
程

に
お

け
る

利
用

に
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

場
合

に
は

，
そ

の
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

公
表

さ
れ

た
著

作
物

を
複

製
し

，
若

し
く

は
公

衆
送

信
（

自
動

公
衆

送
信

の
場

合
に

あ
つ

て
は

，送
信

可
能

化
を

含
む

。
以

下
こ

の
条

に
お

い
て

同
じ

。）
を

行
い

，
又

は
公

表
さ

れ
た

著
作

物
で

あ
つ

て
公

衆
送

信
さ

れ
る

も
の

を
受

信
装

置
を

用
い

て
公

に
伝

達
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

た
だ

し
，

当
該

著
作

物
の

種
類

及
び

用
途

並
び

に
当

該
複

製
の

部
数

及
び

当
該

複
製

，
公

衆
送

信
又

は
伝

達
の

態
様

に
照

ら
し

著
作

権
者

の
利

益
を

不
当

に
害

す
る

こ
と

と
な

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
第
四
十
七
条
の
三
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
物
の
複
製
物
の
所
有
者
に
よ
る
複
製

等
）　

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

著
作

物
の

複
製

物
の

所
有

者
は

，
自

ら
当

該
著

作
物

を
電

子
計

算
機

に
お

い
て

実
行

す
る

た
め

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
限

度
に

お
い

て
，

当
該

著
作

物
を

複
製

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
た

だ
し

，
当

該
実

行
に

係
る

複
製

物
の

使
用

に
つ

き
，

第
百

十
三

条
第

二
項

の
規

定
が

適
用

さ
れ

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。

第
五
十
一
条
（
保
護
期
間
の
原
則
）　

著
作

権
の

存
続

期
間

は
，

著
作

物
の

創
作

の
時

に
始

ま
る

。
２

　
著

作
権

は
，

こ
の

節
に

別
段

の
定

め
が

あ
る

場
合

を
除

き
，

著
作

者
の

死
後

（
共

同
著

作
物

に
あ

つ
て

は
，

最
終

に
死

亡
し

た
著

作
者

の
死

後
。

次
条

第
一

項
に

お
い

て
同

じ
。）

七
十

年
を

経
過

す
る

ま
で

の
間

，
存

続
す

る
。

第
百
十
九
条

　
著

作
権

，
出

版
権

又
は

著
作

隣
接

権
を

侵
害

し
た

者
（

第
三

十
条

第
一

項
（

第
百

二
条

第
一

項
に

お
い

て
準

用
す

る
場

合
を

含
む

。
第

三
項

に
お

い
て

同
じ

。）
に

定
め

る
私

的
使

用
の

目
的

を
も

つ
て

自
ら

著
作

物
若

し
く

は
実

演
等

の
複

製
を

行
つ

た
者

，
第

百
十

三
条

第
三

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
権

，
出

版
権

若
し

く
は

著
作

隣
接

権
を

侵
害

す
る

行
為

と
み

な
さ

れ
る

行
為

を
行

つ
た

者
，

同
条

第
四

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
権

若
し

く
は

著
作

隣
接

権
（

同
条

第
五

項
の

規
定

に
よ

り
著

作
隣

接
権

と
み

な
さ

れ
る

権
利

を
含

む
。

第
百

二
十

条
の

二
第

三
号

に
お

い
て

同
じ

。）
を

侵
害

す
る

行
為

と
み

な
さ

れ
る

行
為

を
行

つ
た

者
，

第
百

十
三

条
第

六
項

の
規

定
に

よ
り

著
作

権
若

し
く

は
著

作
隣

接
権

を
侵

害
す

る
行

為
と

み
な

さ
れ

る
行

為
を

行
つ

た
者

又
は

次
項

第
三

号
若

し
く

は
第

四
号

に
掲

げ
る

者
を

除
く

。）
は

，
十

年
以

下
の

懲
役

若
し

く
は

千
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

し
，

又
は

こ
れ

を
併

科
す

る
。

第
一
章
　
総
則

第
一
節
　
通
則

第
二
章
　
著
作
者
の
権
利

第
一
節
　
著
作
物

第
三
節
　
権
利
の
内
容

第
二
款
　
著
作
者
人
格
権

第
五
款
　
著
作
権
の
制
限

第
四
節
　
保
護
期
間

第
八
章
　
罰
則

20
03

（
平

成
15

）年
5月

30
日

公
布

，2
01

5（
平

成
27

）年
9月

9日
改

正（
抜

粋
）

第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

高
度

情
報

通
信

社
会

の
進

展
に

伴
い

個
人

情
報

の
利

用
が

著
し

く
拡

大
し

て
い

る
こ

と
に

鑑
み

，
個

人
情

報
の

適
正

な
取

扱
い

に
関

し
，

基
本

理
念

及
び

政
府

に
よ

る
基

本
方

針
の

作
成

そ
の

他
の

個
人

情
報

の
保

護
に

関
す

る
施

策
の

基
本

と
な

る
事

項
を

定
め

，
国

及
び

地
方

公
共

団
体

の
責

務
等

を
明

ら
か

に
す

る
と

と
も

に
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
事

業
者

の
遵

守
す

べ
き

義
務

等
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

，
個

人
情

報
の

有
用

性
に

配
慮

し
つ

つ
，

個
人

の
権

利
利

益
を

保
護

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
個

人
情

報
」

と
は

，
生

存
す

る
個

人
に

関
す

る
情

報
で

あ
っ

て
，

当
該

情
報

に
含

ま
れ

る
氏

名
，

生
年

月
日

そ
の

他
の

記
述

等
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

（
他

の
情

報
と

容
易

に
照

合
す

る
こ

と
が

で
き

，
そ

れ
に

よ
り

特
定

の
個

人
を

識
別

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
な

る
も

の
を

含
む

。）
を

い
う

。

第
十
五
条
（
利
用
目
的
の
特
定
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

に
当

た
っ

て
は

，
そ

の
利

用
の

目
的

（
以

下
「

利
用

目
的

」
と

い
う

。）
を

で
き

る
限

り
特

定
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
六
条
（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
あ

ら
か

じ
め

本
人

の
同

意
を

得
な

い
で

，
前

条
の

規
定

に
よ

り
特

定
さ

れ
た

利
用

目
的

の
達

成
に

必
要

な
範

囲
を

超
え

て
，

個
人

情
報

を
取

り
扱

っ
て

は
な

ら
な

い
。

第
十
七
条
（
適
正
な
取
得
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
偽

り
そ

の
他

不
正

の
手

段
に

よ
り

個
人

情
報

を
取

得
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
十
八
条
（
取
得
に
際
し
て
の
利
用
目
的
の
通
知
等
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者

は
，

個
人

情
報

を
取

得
し

た
場

合
は

，
あ

ら
か

じ
め

そ
の

利
用

目
的

を
公

表
し

て
い

る
場

合
を

除
き

，
速

や
か

に
，

そ
の

利
用

目
的

を
，

本
人

に
通

知
し

，
又

は
公

表
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
十
九
条
（
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
利

用
目

的
の

達
成

に
必

要
な

範
囲

内
に

お
い

て
，

個
人

デ
ー

タ
を

正
確

か
つ

最
新

の
内

容
に

保
つ

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
第
二
十
条
（
安
全
管
理
措
置
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
は

，
そ

の
取

り
扱

う
個

人
デ

ー
タ

の
漏

え
い

，
滅

失
又

は
き

損
の

防
止

そ
の

他
の

個
人

デ
ー

タ
の

安
全

管
理

の
た

め
に

必
要

か
つ

適
切

な
措

置
を

講
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

第
六
十
六
条
　（
適
用
除
外
）　

個
人

情
報

取
扱

事
業

者
の

う
ち

次
の

各
号

に
掲

げ
る

者
に

つ
い

て
は

，
そ

の
個

人
情

報
を

取
り

扱
う

目
的

の
全

部
又

は
一

部
が

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
規

定
す

る
目

的
で

あ
る

と
き

は
，

第
四

章
の

規
定

は
，

適
用

し
な

い
。

　
一

　
 放

送
機

関
，

新
聞

社
，

通
信

社
そ

の
他

の
報

道
機

関
（

報
道

を
業

と
し

て
行

う
個

人
を

含
む

。）
　

報
道

の
用

に
供

す
る

目
的

　
二

　
 著

述
を

業
と

し
て

行
う

者
　

著
述

の
用

に
供

す
る

目
的

　
三

　
 大

学
そ

の
他

の
学

術
研

究
を

目
的

と
す

る
機

関
若

し
く

は
団

体
又

は
そ

れ
ら

に
属

す
る

者
　

学
術

研
究

の
用

に
供

す
る

目
的

　
四

　
 宗

教
団

体
　

宗
教

活
動（

こ
れ

に
付

随
す

る
活

動
を

含
む

。）
の

用
に

供
す

る
目

的
　

五
　

 政
治

団
体

　
政

治
活

動（
こ

れ
に

付
随

す
る

活
動

を
含

む
。）

の
用

に
供

す
る

目
的

第
七
十
四
条

　
第

三
十

四
条

第
二

項
又

は
第

三
項

の
規

定
に

よ
る

命
令

に
違

反
し

た
者

は
，

六
月

以
下

の
懲

役
又

は
三

十
万

円
以

下
の

罰
金

に
処

す
る

。
第
七
十
五
条

　
第

三
十

二
条

又
は

第
四

十
六

条
の

規
定

に
よ

る
報

告
を

せ
ず

，
又

は
虚

偽
の

報
告

を
し

た
者

は
，

三
十

万
円

以
下

の
罰

金
に

処
す

る
。

第
一
章
　
総
則

第
四
章
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務
等

第
一
節
　
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
義
務

第
六
章
　
雑
則

第
七
章
　
罰
則

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
）

19
99

（
平

成
11

）年
8月

13
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
5月

31
日

改
正（

抜
粋

）
第
一
条
（
目
的
）　

こ
の

法
律

は
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
禁

止
す

る
と

と
も

に
，

こ
れ

に
つ

い
て

の
罰

則
及

び
そ

の
再

発
防

止
の

た
め

の
都

道
府

県
公

安
委

員
会

に
よ

る
援

助
措

置
等

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
，

電
気

通
信

回
線

を
通

じ
て

行
わ

れ
る

電
子

計
算

機
に

係
る

犯
罪

の
防

止
及

び
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

よ
り

実
現

さ
れ

る
電

気
通

信
に

関
す

る
秩

序
の

維
持

を
図

り
，

も
っ

て
高

度
情

報
通

信
社

会
の

健
全

な
発

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
第
二
条
（
定
義
）　

こ
の

法
律

に
お

い
て

「
ア

ク
セ

ス
管

理
者

」
と

は
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
い

る
電

子
計

算
機

（
以

下
「

特
定

電
子

計
算

機
」

と
い

う
。）

の
利

用（
当

該
電

気
通

信
回

線
を

通
じ

て
行

う
も

の
に

限
る

。
以

下「
特

定
利

用
」

と
い

う
。）

に
つ

き
当

該
特

定
電

子
計

算
機

の
動

作
を

管
理

す
る

者
を

い
う

。
第
三
条
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

不
正

ア
ク

セ
ス

行
為

を
し

て
は

な
ら

な
い

。
第
七
条
（
識
別
符
号
の
入
力
を
不
正
に
要
求
す
る
行
為
の
禁
止
）　

何
人

も
，

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

を
特

定
電

子
計

算
機

に
付

加
し

た
ア

ク
セ

ス
管

理
者

に
な

り
す

ま
し

，
そ

の
他

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
で

あ
る

と
誤

認
さ

せ
て

，
次

に
掲

げ
る

行

為
を

し
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
の

承
諾

を
得

て
す

る
場

合
は

，
こ

の
限

り
で

な
い

。
　

一
　

 当
該

ア
ク

セ
ス

管
理

者
が

当
該

ア
ク

セ
ス

制
御

機
能

に
係

る
識

別
符

号
を

付
さ

れ
た

利
用

権
者

に
対

し
当

該
識

別
符

号
を

特
定

電
子

計
算

機
に

入
力

す
る

こ
と

を
求

め
る

旨
の

情
報

を
，

電
気

通
信

回
線

に
接

続
し

て
行

う
自

動
公

衆
送

信
（

公
衆

に
よ

っ
て

直
接

受
信

さ
れ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
公

衆
か

ら
の

求
め

に
応

じ
自

動
的

に
送

信
を

行
う

こ
と

を
い

い
，

放
送

又
は

有
線

放
送

に
該

当
す

る
も

の
を

除
く

。）
を

利
用

し
て

公
衆

が
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き

る
状

態
に

置
く

行
為

　
二

　
 当

該
ア

ク
セ

ス
管

理
者

が
当

該
ア

ク
セ

ス
制

御
機

能
に

係
る

識
別

符
号

を
付

さ
れ

た
利

用
権

者
に

対
し

当
該

識
別

符
号

を
特

定
電

子
計

算
機

に
入

力
す

る
こ

と
を

求
め

る
旨

の
情

報
を

，
電

子
メ

ー
ル

（
特

定
電

子
メ

ー
ル

の
送

信
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
十

四
年

法
律

第
二

十
六

号
）

第
二

条
第

一
号

に
規

定
す

る
電

子
メ

ー
ル

を
い

う
。）

に
よ

り
当

該
利

用
権

者
に

送
信

す
る

行
為

特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限
法
）

20
01（

平
成

13
）年

11
月

30
日

公
布

，2
01

3（
平

成
25

）年
4月

26
日

改
正（

抜
粋

）
第
一
条
（
趣
旨
）　

こ
の

法
律

は
，

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

権
利

の
侵

害
が

あ
っ

た
場

合
に

つ
い

て
，

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
の

損
害

賠
償

責
任

の
制

限
及

び
発

信
者

情
報

の
開

示
を

請
求

す
る

権
利

に
つ

き
定

め
る

も
の

と
す

る
。

第
三
条
（
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

り
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
た

と
き

は
，

当
該

特
定

電
気

通
信

の
用

に
供

さ
れ

る
特

定
電

気
通

信
設

備
を

用
い

る
特

定
電

気
通

信
役

務
提

供
者

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
は

，
こ

れ
に

よ
っ

て
生

じ
た

損
害

に
つ

い
て

は
，

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

不
特

定
の

者
に

対
す

る
送

信
を

防
止

す
る

措
置

を
講

ず
る

こ
と

が
技

術
的

に
可

能
な

場
合

で
あ

っ
て

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と

き
で

な
け

れ
ば

，
賠

償
の

責
め

に
任

じ
な

い
。

た
だ

し
，

当
該

関
係

役
務

提
供

者
が

当
該

権
利

を
侵

害
し

た
情

報
の

発
信

者
で

あ
る

場
合

は
，

こ
の

限
り

で
な

い
。

　
一

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

っ
て

い
た

と
き

。

　
二

　
 当

該
関

係
役

務
提

供
者

が
，

当
該

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

を
知

っ
て

い
た

場
合

で
あ

っ
て

，
当

該
特

定
電

気
通

信
に

よ
る

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
他

人
の

権
利

が
侵

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
と

認
め

る
に

足
り

る
相

当
の

理
由

が
あ

る
と

き
。

第
四
条
（
発
信
者
情
報
の
開
示
請
求
等
）　

特
定

電
気

通
信

に
よ

る
情

報
の

流
通

に
よ

っ
て

自
己

の
権

利
を

侵
害

さ
れ

た
と

す
る

者
は

，
次

の
各

号
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
と

き
に

限
り

，
当

該
特

定
電

気
通

信
の

用
に

供
さ

れ
る

特
定

電
気

通
信

設
備

を
用

い
る

特
定

電
気

通
信

役
務

提
供

者
（

以
下

「
開

示
関

係
役

務
提

供
者

」
と

い
う

。）
に

対
し

，
当

該
開

示
関

係
役

務
提

供
者

が
保

有
す

る
当

該
権

利
の

侵
害

に
係

る
発

信
者

情
報

（
氏

名
，

住
所

そ
の

他
の

侵
害

情
報

の
発

信
者

の
特

定
に

資
す

る
情

報
で

あ
っ

て
総

務
省

令
で

定
め

る
も

の
を

い
う

。
以

下
同

じ
。）

の
開

示
を

請
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

一
　

 侵
害

情
報

の
流

通
に

よ
っ

て
当

該
開

示
の

請
求

を
す

る
者

の
権

利
が

侵
害

さ
れ

た
こ

と
が

明
ら

か
で

あ
る

と
き

。
　

二
　

 当
該

発
信

者
情

報
が

当
該

開
示

の
請

求
を

す
る

者
の

損
害

賠
償

請
求

権
の

行
使

の
た

め
に

必
要

で
あ

る
場

合
そ

の
他

発
信

者
情

報
の

開
示

を
受

け
る

べ
き

正
当

な
理

由
が

あ
る

と
き

。

10
01
10
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10
01
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情
報

の
科
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